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日本における一角獣の行方

Why the unicorn can’t live in Japan?

は
じ
め
に

　

百
以
上
の
ド
イ
ツ
の
都
市
に
は
現
在
も
「
一
角
獣
」
と
い
う
名
の
薬
局
が
あ
る
。
家
番
号
が
な

か
っ
た
頃
、
家
々
に
は
動
物
の
名
前
な
ど
が
付
け
ら
れ
た
が
、「
一
角
獣
」
の
表
象
に
は
宗
教
的

な
意
味
と
医
療
的
な
意
味
が
籠
め
ら
れ
て
お
り
、
薬
局
は
好
ん
で
用
い
た
か
ら
だ
と
言
う
（R

・

R

・
ベ
ー
ア
著
、
和
泉
雅
人
訳
『
一
角
獣
』
河
出
書
房
新
社1996.1

刊p11

）。
一
角
獣
が
持
つ
宗

教
的
な
意
味
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
が
、
医
療
的
な
意
味
は
そ
の
角
に
解
毒
作
用
が
あ
る
と
信

じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
こ
と
は
江
戸
時
代
の
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば

ウ
ォ
イ
ト
（J. JW

oyts

）
の
シ
カ
ッ
ト
カ
ー
ム
ル“Schat-K

am
er ”

（『
医
学
宝
函
』）
は
日
本

の
江
戸
時
代
の
蘭
方
医
に
も
広
く
読
ま
れ
て
い
た
書
物
で
あ
る
が
、
そ
の
「
主
治
」（
薬
効
）
は

「
一
切
中
毒
・
驚
癲
・
麻
疹
身
体
疼
痛
、
専
解
㆓
諸
熱
毒
㆒
、
並
奏
㆓
奇
功
㆒
」
と
さ
れ
、「
宜
㆔
平
常

収
蓄
而
備
㆓
急
卒
業
之
用
㆒
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
（
大
槻
玄
沢
の
『
六
物
新
志
』
に
載
せ
る
訳

に
よ
る
）。

　

今
日
の
日
本
で
も
「
一
角
」
を
成
分
に
含
む
薬
が
売
ら
れ
て
い
る
。
宮
下
三
郎
氏
の
「
一
角
の

輸
入
」（『
日
本
洋
学
史
の
研
究
Ⅸ
』1989.4

創
元
社
刊
所
収
）
に
よ
る
と
、
一
般
薬
を
収
載
し
た

日
本
医
薬
情
報
セ
ン
タ
ー
編
の
『
日
本
医
薬
品
集
一
般
薬
』（
第
五
版
、
薬
業
時
報
社1985

刊
）

に
、「
一
角
」
を
含
む
小
児
鎮
静
剤
が
六
つ
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
半
は
富
山
県
で
製
造
す

る
配
置
売
薬
で
あ
り
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
薬
で
あ
る
。

感
応
丸　

配
置
薬　

国
民
製
薬
（
富
山
市
）　

人
参
、
麝
香
、
牛
黄
、
沈
香
、
一
角
、
熊
胆
。

奇
応
丸　

�

配
置
薬　

池
田
義
恵
商
店
（
富
山
県
中
新
川
郡
）　

麝
香
、
牛
黄
、
竜
脳
、
人
参
、

沈
香
、
熊
胆
、
一
角
。

　

こ
れ
ら
は
江
戸
時
代
か
ら
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
宮
下
氏
の
調
査
に
よ
る

と
、
享
和
四
年
〔1804

〕
か
ら
文
久
元
年
〔1861

〕
ま
で
の
五
十
八
年
間
に
輸
入
さ
れ
た
ウ
ニ

コ
ー
ル
（
す
な
わ
ち
「
一
角
」）
は
お
よ
そ
一
、七
ト
ン
で
あ
り
、
落
札
価
格
は
単
位
あ
た
り
最
高

一
七
六
〇
匁
、
最
低
で
も
三
五
〇
匁
で
あ
る
。
こ
れ
は
薬
と
し
て
は
高
額
で
あ
っ
た
と
い
う
。
日

本
で
「
一
角
」
が
こ
の
よ
う
に
珍
重
さ
れ
た
の
は
、
幕
府
大
目
付
で
あ
っ
た
井
上
筑
後
守
政
重
が

奇
跡
的
な
解
毒
力
が
あ
る
と
信
じ
込
ん
で
小
判
二
〇
〇
枚
分
も
買
い
入
れ
た
の
に
始
ま
る
と
い
う

が
（『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
慶
安
元
年
〔1648

〕
五
月
十
四
日
〔
陽
暦
七
月
四
日
〕
の

記
事
）、
こ
う
し
た
「
一
角
」
人
気
を
配
慮
し
て
か
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
は
江
戸
参
府
の
時
の
将

軍
へ
の
献
上
物
に
「
一
角
」
を
加
え
る
よ
う
に
な
る
。『
徳
川
実
記
』
の
承
応
二
年
〔1653

〕
一

月
十
五
日
に
将
軍
家
綱
に
「
一
角
一
本
」
が
献
上
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
の
始
め

の
よ
う
で
あ
り
、
以
降
、
同
記
に
は
万
治
二
年
〔1659

〕、
寛
文
八
年
〔1665

〕、
延
宝
五
年
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『
一
角
獣
』
の
巻
末
に
あ
る
「
訳
者
あ
と
が
き
」）。
以
下
、
本
節
で
は
和
泉
氏
が
紹
介
し
て
い
る

資
料
に
本
稿
の
筆
者
が
新
た
に
加
え
た
資
料
（
※
印
を
附
す
）
を
列
挙
す
る
。
和
泉
氏
の
文
章
は

訳
者
の
「
あ
と
が
き
」
と
し
て
纏
め
ら
れ
て
い
る
性
質
上
、
資
料
名
と
そ
の
一
部
に
つ
い
て
概
要

が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
見
出
し
得
た
す
べ
て
の
資
料
の
本
文
を
で
き
る

か
ぎ
り
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

１

－

１　

17
世
紀
に
お
け
る
資
料

　

寛
文
三
年
〔1663

〕
に
和
蘭
商
館
長
が
将
軍
家
綱
に
献
上
し
た
も
の
に
、
ヨ
ン
ス
ト
ン
（J. 

Johnstone

）
の
『
禽
獣
鳥
魚
図
』
が
あ
っ
た
。
そ
の
獣
部
に
角
を
持
つ
馬
「
独
角
獣
」
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
（
魚
部
の
附
録
に
は
後
に
一
角
の
正
体
と
さ
れ
る
牙
を
持
つ
魚
「
一
角
魚
」
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
）。
西
洋
の
一
角
獣
の
姿
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
こ
の
書
を
初
め
と
す
る
と
考

え
ら
れ
る
が
（
注
①
）、
こ
の
書
は
長
く
官
庫
に
死
蔵
さ
れ
た
状
態
で
保
管
さ
れ
、
後
に
青
木
昆

陽
と
野
呂
元
丈
が
そ
の
本
文
の
訳
を
試
み
る
ま
で
人
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

妙
薬
「
一
角
」
に
つ
い
て
は
丹
波
頼
理
『
本
草
薬
名
備
考
』（
延
宝
六
年
〔1678

〕
成
）
に

「
番
国
」（
蛮
国
）
よ
り
「
ウ
ン
コ
ウ
ル
」
が
来
た
こ
と
が
簡
単
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
最
初
と

し
、
続
い
て
遠
藤
元
理
『
本
草
弁
疑
』（
天
和
元
年
〔1681

〕
成
）、
西
川
如
見
『
増
補
華
夷
通
商

考
』（
元
禄
八
年
〔1696

〕
刊
）、
岡
本
一
抱
『
広
益
本
草
大
成
』（
一
名
『
和
語
本
草
綱
目
』、
元

禄
十
一
年
〔1698

〕
刊
・
※
）
と
続
く
。『
広
益
本
草
大
成
』
に
は
「
一ウ
ン
カ
ウ
ル角　

解
㆓
百
毒
㆒
〈
相

伝
云
犀
獣
数
千
年
変
㆓
一
角
㆒
。
背
如
㆓
亀
甲
㆒
、
頭
有
㆓
一
角
㆒
。
○
薬
店
以
㆓
白
犀
角
㆒
偽
㆑
之
、

犀
角
無
㆑
潤
短
。
一
角
有
㆑
潤
長
」（
巻
二
十
二
「
獣
部
附
録
新
増
」）
と
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
既

に
偽
物
の
妙
薬
「
一
角
」
が
出
ま
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

『
増
補
華
夷
通
商
考
』
に
は
巻
之
四
・
阿
蘭
陀
・
土
産
に
「
ウ
ン
カ
ウ
ル　

獣
の
一
角
あ
る
者

也
。
其
角
妙
薬
也
」
と
あ
る
と
と
も
に
、
巻
之
四
・
イ
ン
デ
ヤ
・
土
産
に
は

独
角
獣　

此
国
深
山
の
河
水
に
毒
虫
多
し
。
諸
の
獣
敢
て
先
に
飲
事
な
し
。
ウ
ン
カ
ウ
ル
来

て
其
角
を
以
て
河
水
を
攪か
き

ま
ぜ
て
後
諸
獣
皆
之
を
飲
む
と
ぞ
。

と
い
う
一
角
獣
伝
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
日
本
に
お
い
て
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
一
角
獣

伝
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
在
華
宣
教
師
南
懐
仁
（F. V

erbiet

）
の
『
坤
輿
図
説
』（
清
・
康
煕

十
一
年
〔1672

〕
以
降
刊
）
の
、

有
㆑
獣
名
㆓
独
角
㆒
。
能
解
㆑
毒
。
此
地
多
㆓
毒
蛇
㆒
。
蛇
飲
㆓
泉
水
㆒
。
水
染
㆑
毒
。
人
獣
飲
㆑
之

必
死
。
百
獣
雖
㆑
渇
不
㆓
敢
飲
㆒
。
俟
㆓
此
獣
来
㆒
。
以
㆑
角
攪
㆓
其
水
㆒
毒
遂
解
。
百
獣
始
就
㆑

飲
。�

（
巻
下
「
印
第
亜
」）

に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
坤
輿
図
説
』
巻
末
の
「
四
州
異
獣
奇
物
数
種
之
像
」
に
は
「
独
角

〔1677

〕、
天
和
三
年
〔1683

〕
な
ど
に
そ
の
記
事
が
見
ら
れ
る
（
磯
野
直
秀
編
『
日
本
博
物
誌
総

合
年
表
』2012.4

平
凡
社
刊
に
よ
る
）。
ま
た
、
長
崎
会
所
の
薬
種
目め
き
き利
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

『
舶
載
薬
物
録
』（
文
政
三
年
〔1820

〕
刊
）
に
は
安
永
二
年
〔1773

〕
か
ら
同
七
年
ま
で
毎
年
ウ

ニ
コ
ー
ル
を
オ
ラ
ン
ダ
船
が
持
ち
渡
っ
て
き
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
（「
ウ
ニ
コ
ー
ル 

安
永
貳
巳

年
よ
り
同
七
年
迄
不
絶
持
渡
申
候
」）、
こ
れ
は
一
角
が
本
格
的
な
交
易
品
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
安
永
四
年
〔1775

〕
に
来
日
し
た

ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
（C. P. T

hunberg

）
は
彼
が
個
人
的
に
持
ち
込
ん
だ
ウ
ニ
コ
ー
ル
に
よ
っ
て
、

彼
の
負
っ
て
い
た
借
金
が
返
済
で
き
た
ば
か
り
か
、
滞
在
中
の
研
究
費
用
に
も
当
て
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
（『
江
戸
参
府
随
行
記
』
東
洋
文
庫
本p59‒60

）。
こ
う
し
た
妙
薬
「
一
角
」
は
川

柳
の
格
好
の
題
材
に
も
な
っ
て
い
る
。

持
参
金
う
に
こ
ふ
る
迄
の
ん
だ
つ
ら

�
（『
誹
風
柳
多
留
』
五
・
10
、
明
和
七
年
〔1770

〕
刊
）

踊
子
の
は
な
し
大
き
な
う
に
こ
う
る

�

（『
誹
風
柳
多
留
』
十
四
・
30
、
安
永
六
年
〔1777

〕
刊
）

　

宮
武
骸
骨
『
川
柳
語
彙
』（
大
正
十
三
年
〔1924
〕
九
月
刊
）
に
よ
れ
ば
、
第
一
句
は
「
疱
瘡

に
か
か
っ
て
ア
バ
タ
面
に
な
っ
た
娘
、
貰
人
が
な
い
の
で
持
参
金
付
で
嫁
入
さ
せ
た
と
い
ふ
事
」

で
あ
り
、
第
二
句
は
「
一
角
丸
と
称
し
て
、
其
原
料
は
ウ
ニ
コ
ウ
ル
で
は
な
い
偽
物
が
多
か
っ
た

の
で
、
ウ
ソ
の
代
名
詞
に
な
っ
て
居
た
」
こ
と
を
意
味
す
る
と
言
う
。

　

そ
の
質
に
お
い
て
も
程
度
に
お
い
て
も
差
は
あ
る
も
の
の
、「
一
角
」
が
妙
薬
と
し
て
重
宝
さ

れ
た
こ
と
は
日
本
も
西
洋
も
同
じ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
角つ
の

の
持
ち
主
で
あ
る
一

角
獣
、
ま
た
そ
の
一
角
獣
に
関
す
る
伝
説
に
対
す
る
扱
い
は
西
洋
と
日
本
と
で
は
対
照
的
で
あ
る
。

一
角
獣
は
西
洋
で
は
現
在
で
も
信
仰
的
医
薬
的
な
表
象
と
し
て
生
き
続
け
、
詩
人
た
ち
の
精
神
に

霊
魂
を
吹
き
込
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
蘭
学
者
た
ち
に
よ
り
、
そ
の
存
在
は
妄
誕
の
説

と
し
て
片
づ
け
ら
れ
て
以
降
、
西
洋
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
し
た
一
角
獣
伝
説
ま
で
も
、
女

の
誘
惑
に
陥
っ
た
物
笑
い
の
対
象
と
な
る
一
角
仙
人
の
姿
と
し
て
の
み
伝
わ
り
、
現
在
は
そ
の
存

在
を
知
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
日
本
で
一
角
獣
が
こ
の
よ
う
な
扱
い
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

１　

江
戸
時
代
に
お
け
る
一
角
関
係
資
料
の
一
覧

　

妙
薬
「
一
角
」、
ま
た
一
角
獣
と
そ
の
伝
説
が
ど
の
よ
う
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
か
に
つ
い
て

は
、
和
泉
雅
人
氏
に
簡
潔
で
あ
る
が
、
要
領
よ
く
纏
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
（
前
掲
ベ
ー
ア
著
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獣
」
の
図
が
載
せ
ら
れ
、
次
の
説
明
も
見
え
る
。

亜
細
亜
州　

印
度
国
産
㆓
独
角
獣
㆒
。
形
大
如
㆑
馬
。
極
軽
快
。
毛
色
黄
、
頭
有
㆑
角
、
長
四

五
尺
。
其
色
明
。
作
㆓
飲
器
㆒
。
能
解
㆑
毒
。
角
鋭
、
能
触
㆓
大
獅
獅
㆒
与
㆑
之
闘
。
避
㆓
身
樹

後
㆒
。
若
誤
触
㆓
樹
木
㆒
獅
反
噛
㆑
之
。

　

日
本
で
『
坤
輿
図
説
』
が
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
『
増
補
華
夷
通
商
考
』
よ
り
後
の

こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が
（
注
②
）、
一
部
の
日
本
人
に
は
こ
の
頃
既
に
こ
の
よ
う
な
一
角
獣
伝
説

が
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
注
③
）。

１

－

２　

18
世
紀
に
お
け
る
資
料

　

以
降
は
用
例
の
み
を
列
挙
す
る
。
傍
線
を
引
い
た
の
は
一
角
獣
伝
説
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
箇
所

で
あ
る
。

	

○
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』（
宝
永
五
年
〔1708

〕
成
）

		


ウ
ニ
カ
ウ
ル

蛮
語
ニ
一
角
ヲ
ウ
ニ
カ
ウ
ル
ト
云
、
是
一
獣
ノ
角
ナ
リ
。
其
獣
ノ
名
シ
レ
ズ
。
犀
角
ノ
類

ナ
ル
ベ
シ
。
蛮
邦
ヨ
リ
来
ル
。
俗
ニ
称
ス
ル
処
ノ
功
能
ヲ
コ
ヽ
ニ
記
ス
。
○
解
㆓
諸
毒
及

酒
毒
㆒
。
就
㆑
中
能
解
㆓
魚
毒
菌
毒
㆒
。
…
（
中
略
）
…
○
右
用
様
一
度
ニ
、
一
分
或
二
分

サ
メ
ニ
テ
ス
リ
ク
ダ
キ
水
ニ
ス
リ
タ
テ
ヽ
テ
用
。
孕
婦
ニ
ハ
勿
㆑
用
。
諸
薬
ト
無
㆓
禁
忌
㆒
。

�
（
巻
十
六
「
獣
類
」）

	

○
寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
二
年
〔1712

〕
刊
）

（
図
略
）�

一
角　

巴ぱ

あ

た
阿
多　

宇う

ん

か

ふ

る

無
加
布
留　

共
ニ
蛮
語
也
。
疑
ハ
此
レ
称
㆓ス
ル
犀
之
通
天ト
㆒
者

乎カ

。

△
宇
無
加
布
留
俗
用
㆓
一
角ノ
二
字
㆒
。
阿
蘭
陀
市
舶
偶
来
而
為
㆓
官
物
㆒
。
尋
常
難
㆑
得
。
其

長
六
七
尺
。
周
三
四
寸
。
色
似
㆓
象
牙
㆒
而
微
黄
外
面
。
有
㆑
筋
。
畾
畾
如
㆓
竿サ
ヲ
フ麩

㆒
至
㆓
末

一
二
尺
㆒
、
細
尖
而
筋
亦
無
㆑
之
。
微
曲
斜
也
。
内
有
㆓
空
穴
㆒
其
経
四
分
許
。
価
最
貴
。

故
以
㆓
白
犀
角
㆒
充
㆑
之
。
其
白
犀
角
従
㆓
交カ
ウ
チ趾

㆒
〈
近
年
是
亦
希
也
〉
其
色
白
不
㆑
潤
。
長

者
尺
余
。
破
㆑
之
如
㆑
竹
有
㆓
禾ノ
ギ
メ理

㆒
。
外
面
無
㆑
筋
。
見
㆓
其
全
体
㆒
則
大
異
矣
。

�

（
巻
三
十
八
「
獣
類
」）

	

○
新
井
白
石
『
采
覧
異
言
』（
正
徳
三
年
〔1713

〕
成
）

臥
児
狼
徳
〈
又
作
㆓
臥
蘭
的
亜
㆒
〉
地
最
荒
濶
。
南
阻
㆓
欧
邏
巴
北
海
㆒
。
北
接
㆓
亜
墨
利
加

北
界
㆒
。
東
西
不
㆑
知
㆓
其
所
㆒㆑
極
也
。
地
気
寒
凍
。
不
㆑
生
㆓
人
物
㆒
。
和
蘭
人
。
時
逐
㆓
海

鯨
㆒
。
到
㆑
此
而
捕
㆑
之
云
。〈
和
蘭
人
説
。
鯨
有
㆓
大
小
三
種
㆒
。
…
（
中
略
）
…
此
方
海

中
有
㆓
一
種
大
魚
㆒
。
…
（
中
略
）
…
又
有
㆓
海
獣
㆒
。
形
如
㆑
馬
。
而
有
㆓
一
角
㆒
。
往
往

拾
㆓
得
其
退
角
㆒
。
大
至
㆓
七
八
斤
㆒
。
入
㆑
薬
神
験
勝
㆑
於
㆓ 

犀
角
㆒
。
名
曰
㆓
ウ
ン
コ 

ル
㆒
。
方
語
。
ウ
ン
、
一
也
。
コ
ル
、
角
也
。�

（
巻
第
一
・
グ
ル
ウ
ン
ラ
ン
デ
ヤ
）

	

○
伊
藤
貞
丈
『
安
齎
随
筆
』（
天
明
元
年
～
三
年
〔1781‒1783

〕
筆
）

（�

内
容
は
ウ
ー
ニ
コ
ウ
ー
ル
の
名
称
の
解
説
と
『
采
覧
異
言
』
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
略

す
）

	

○
近
松
門
左
衛
門
『
平
家
女
獲
島
』（
享
保
四
年
〔1719

〕
初
演
）

彼
唐も

ろ
こ
し土

の
独う

に
か
う
る

角
獣
と
い
ふ
獣
は
。
水
上
の
悪
毒
を
お
の
れ
が
角
に
て
そ
ゝ
ぎ
消
し
。
国
民

の
命
を
た
す
く
れ
供と
も

猟
師
は
恩
を
わ
き
ま
へ
ず
。
独
角
獣
を
殺
し
て
角
を
取
。
是
頼
朝
め

に
相
同
じ
。

	

○
楫
取
魚
彦
（1722‒1782

）『
喪
志
編
』（
寛
延
二
年
〔1749

〕
自
序
）

（
西
川
如
見
の
『
増
補
華
夷
通
商
考
』
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
略
す
）

	

○
『
紅
毛
訳
問
答
』（
寛
延
三
年
〔1750

〕
成
・
※
）

（�

本
書
は
小
倉
善
就
〔
子
因
〕
の
父
親
が
、
長
崎
の
官
舎
に
居
た
と
き
紅
毛
通
事
か
ら
聞

い
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
）

一　

ウ
ニ
カ
ウ
ル
は
何
の
角
に
て
候
哉
。
海
獣
に
候
哉
、
山
獣
に
候
哉
。
何
国
よ
り
出
候
哉
。

ウ
ニ
カ
ウ
ル
紅
毛
語
に
は
ウ
ー
ニ
コ
ル
ニ
ウ
ス
と
云
、
一
名
は
エ
ー
ン
ホ
ー
ル
ン
、
又
一

名
は
モ
ノ
セ
ー
ロ
ス
と
も
い
へ
り
。
此
に
訳
し
て
一
角
と
申
候
。
此
獣
一
角
を
額
の
真
中

に
生
ず
る
に
よ
り
て
、
此
名
を
得
し
よ
し
西
書
に
見
へ
候
。
し
か
れ
ど
も
此
獣
世
に
ま
れ

に
し
て
、
其
形
状
い
か
な
る
も
の
と
、
詳
に
知
る
人
な
き
よ
し
、
紅
毛
人
等
申
候
。
し
か

る
に
一
二
の
西
書
の
説
を
訳
し
て
、
左
に
書
載
せ
仕
候
。

竊
に
按
ず
る
に
、
西
書
に
ハ
ウ
リ
ゥ
ス
・
ヨ
ー
ヒ
ウ
ス
人名
の
云
、
ウ
ニ
コ
ル
ニ
ウ
ス
は
そ

の
状
ち
駒
に
似
て
灰
色
、
頭
に
長
毛
あ
り
鬣
た
て
が
み

の
ご
と
し
。
腮あ
ご

の
鬚
は
野
牛
の
ヒ
ゲ
に
似

て
、
額
に
一
角
を
生
ず
。
こ
の
角
諸
毒
を
解
す
る
に
即
妙
な
り
。
又
云
ア
ル
ベ
ル
テ
ウ
ス

人名
の
曰
、
こ
の
獣
性
強
暴
に
し
て
馴
ち
か
づ
き
が
た
し
む
。
も
し
こ
れ
を
捕
へ
得
れ
ば
、

彼
れ
忿
怒
に
た
へ
ず
し
て
自
狂
死
す
。
又
云
ゲ
ス
ネ
ー
リ
ウ
ス
人名
ア
ル
ベ
ル
テ
ウ
ス
人名
ア

ル
リ
ュ
ウ
シ
ウ
ス
人名
の
三
学
士
の
説
に
、
こ
の
獣
に
こ
の
性
は
な
は
だ
淫
欲
あ
り
、
専
ら

女
人
を
愛
し
、
ま
た
諸
の
香
気
を
嗜
、
よ
り
て
此
角
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
勇
力
の
人
を
撰

び
て
仮
女
と
な
し
、
著
す
る
に
女
の
美
服
を
以
し
、
頭
に
塗
に
上
等
の
香
油
を
以
し
、
或
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は
か
れ
が
往
来
の
路
、
或
は
か
れ
が
居
所
の
傍
に
盤
遊
せ
し
む
。
別
に
有
力
の
者
を
え
ら

む
こ
と
一
二
人
、
彼
が
往
来
の
路
傍
に
垣
墻
を
ゆ
ひ
め
ぐ
ら
し
、
其
中
隠
伏
せ
し
む
。
此

獣
か
な
ら
ず
香
気
を
か
ぎ
、
己
れ
が
居
処
を
は
な
れ
て
香
気
を
求
め
、
ま
た
彼
女
を
見
て

喜
之
淫
之
、
し
ば
〳
〵
仮
女
の
脚
膝
に
触
と
き
に
、
仮
女
い
つ
は
り
て
交
す
る
ま
ね
し
て

抱
之
、
獣
す
な
は
ち
睡
に
つ
く
。
因
て
垣
中
の
伏
者
発
て
獣
の
身
に
傷
つ
け
ず
、
唯
に
角

の
み
得
て
後
獣
を
は
な
つ
。
こ
の
角
を
得
る
術
は
古
学
士
テ
ー
セ
ス
と
云
し
人
に
、
は
じ

ま
る
と
云
な
り
。
以
上
の
諸
説
に
よ
る
に
、
山
獣
に
て
も
有
之
べ
き
か
、
此
獣
の
出
生
の

国
は
さ
だ
か
に
相
知
れ
不
申
候
。
追
考
紅
毛
新
刻
の
星
象
の
図
に
モ
ノ
セ
ー
ロ
ス
〈
ウ
ニ

カ
ウ
ル
ニ
ウ
ス
の
別
名
〉
の
形
状
を
図
す
。
其
図
形
、
実
に
駒
に
似
て
額
の
真
中
に
一
角

を
生
ず
。
其
長
さ
獣
身
の
三
分
二
程
も
有
べ
く
相
見
へ
申
候
。

	

○
青
木
昆
陽
『
昆
陽
漫
録
』（
宝
暦
十
三
年
〔1763

〕
成
）

（
一
角
獣
の
図
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
略
す
）

	�


阿
蘭
陀
大
訳
今
村
源
右
衛
門
、
阿
蘭
陀
の
諸
書
を
考
へ
て
、
一
角
の
説
を
著
し
、
一
角

獣
の
図
を
の
す
。
そ
の
略
に
云
く
、

		�




ハ
ウ
ル
ス
ヘ
子
ー
ト
ス
と
云
ふ
者
の
書
に
曰
く
、
韃
靼
の
ガ
ム
〈
韃
靼
に
て
国
王
の

こ
と
を
ガ
ム
と
云
ふ
〉
一
角
獣
を
畜
ふ
。
又
ラ
ン
フ
リ
イ
の
都
に
て
、
象
の
小
き
程

な
る
を
み
る
。
形
、
頭
べ
平
く
野
猪
の
如
く
、
舌
尖
り
、
釣
針
の
如
く
、
眼
は
犀
に

似
た
り
。
バ
ウ
ル
ス
コ
ー
フ
ユ
ス
ケ
云
く
、
一
角
獣
は
灰
色
小
馬
の
如
く
、
頭
に
髪

多
く
覆
ひ
、
羊
の
如
き
鬚
あ
り
て
、
額
に
長
さ
二
コ
ビ
ト
〈
今
の
曲
尺
二
尺
二
寸

余
〉
程
の
一
角
あ
り
。
又
ホ
ノ
ニ
イ
〈
地
の
名
〉
の
ロ
ウ
ニ
ウ
ェ
イ
キ
デ
バ
ル
マ
ー

ト
と
云
ふ
者
の
云
く
、
一
角
獣
二
疋
メ
ッ
カ
ー
〈
ア
ラ
ビ
ヤ
国
の
府
の
名
〉
ケ
ル
ク

〈
阿
蘭
陀
に
て
大
家
を
ケ
ル
ー
ク
と
云
〉
の
傍
の
厩
に
繋
き
あ
り
し
を
見
た
り
。
大

き
な
る
は
三
十
月
を
経
た
る
馬
の
如
く
、
額
に
一
角
あ
り
て
、
長
さ
三
ア
イ
ラ
〈
曲

尺
六
尺
八
寸
余
〉
小
さ
き
は
一
年
を
経
た
る
駒
の
如
く
に
し
て
、
一
角
の
長
さ
手
を

四
束
ば
か
り
〈
阿
蘭
陀
の
尺
二
尺
の
積
り
。
阿
蘭
陀
は
手
指
を
以
て
尺
寸
の
名
と

す
〉
こ
の
獣
の
黒
色
に
て
頭
は
鹿
の
如
く
、
頸
短
く
か
た
か
た
へ
た
れ
、
足
や
せ
て

牡
鹿
の
足
の
如
し
のマ

マ蹄
。
さ
き
少
し
わ
れ
て
、
羊
の
如
く
、
右
の
毛
多
し
。
一
角
獣

女
児
を
好
み
、
香
り
を
好
む
。
い
つ
の
頃
よ
り
か
獣
の
角
に
あ
ら
ず
、
北
海
の
魚
の

一
角
な
り
と
も
い
へ
り
。

こ
の
説
も
一
定
な
ら
ざ
れ
ば
信
ず
べ
か
ら
ず
。
敦
書
あ
ら
は
し
た
る
所
の
和
蘭
桜
木
一

角
獣
説
の
如
く
、
山
獣
海
獣
知
る
べ
か
ら
ず
と
な
す
、
よ
ろ
し
か
る
べ
し
。

按
ず
る
に
、
此
図
阿
蘭
陀
本
草
〈
阿
蘭
陀
に
て
本
草
を
コ
ロ
イ
ト
ブ
ー
ク
と
云
ふ
〉
に
あ

れ
ど
も
、
山
獣
海
獣
知
る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
是
亦
信
ず
べ
か
ら
ず
。�

（「
一
角
」）

	

○
後
藤
梨
春
『
紅
毛
談
』（
明
和
二
年
〔1765

〕
刊
・
※
）

う
ん
か
う
る
、
一
名
ぱ
あ
た
、
一
の
紅
毛
語
を
う
ん
と
い
ふ
、
角つ
の

の
紅
毛
語
を
か
う
る
の

と
い
ふ
べ
き
を
略り
ゃ
く

し
て
う
ん
か
う
る
と
唱
ふ
、
其
獣
け
だ
も
の

犀さ
い

の
類
に
て
一い
っ
か
く角
あ
り
、
犀さ
い
か
く角

中
の
上
じ
や
う
の

品
な
る
も
の
な
り
と
、
通つ
う
て
ん
さ
い

天
犀
な
ど
い
へ
る
る
い
な
ら
ん
、
本
草
に
載の
す

る
所
の

兕じ

こ
れ
な
り
、
此
も
の
も
つ
ぱ
ら
毒
を
解
す
、
番ば

ん
じ
ん人

の
物
が
た
り
に
、
沙さ

漠ば
く

の
近
所
に
川

あ
り
、
其
水
甚

は
な
は
だ

毒ど
く

あ
り
、
あ
し
た
ご
と
に
う
ん
か
う
る
来
て
、
角
を
水
に
入
、
し
ば
ら

く
か
き
た
て
ゝ
の
ち
、
水
を
の
む
と
い
ふ
、
こ
れ
を
見
て
、
そ
れ
よ
り
諸し

よ
ぢ
ゆ
う獣

も
随

し
た
が
つ

て

水
を
の
む
、
角
の
か
た
ち
象さ
う
げ牙
に
似に

て
、
一
二
尺
よ
り
八
九
尺
ま
で
あ
り
、
角
の
肌ふ

粽ち
ま
き

麩ぶ

に
似
て
茶ち
ゃ
か
っ
し
ょ
く

褐
色
、
末す
へ

は
し
ぼ
な
く
な
め
ら
か
な
り
、
角
の
中
に
す
あ
り
、
鋸
の
こ
ぎ
り

を
も

つ
て
挽ひ
き
き
る切
に
甚
か
た
く
、
潔
白
に
し
て
微す
こ
し

渦う
ず
の
も
ん文
あ
り
、
多
く
は
左
ま
き
、
其
効こ
う
の
う
そ
う

能
総
じ

て
毒
消
解
に
よ
し
、
○
食
だ
た
り
に
、
○
水
に
溺お
ぼ
れ

た
る
に
、
○
癰ふ
う
て
う疔
其
ほ
か
あ
し
き

腫し
ゅ
も
つ物
生
じ
、
熱
気
あ
る
と
き
、
水
或あ
る
い

は
酢す

に
て
す
り
付
、
○
大
熱ね
つ
き気
に
、
○
痰
に
、 

○
喉こ
う
ひ痺
に
、
○
万
腫し
ゆ
も
つ物
に
は
別
て
よ
し
、
○
毒
虫
螫さ
し

た
る
に
付
、
○
悪
血
古
血
に
、
○
膈

虫
に
、
○
霍く
わ
く
ら
ん乱
に
、
○
気
つ
か
れ
た
る
も
の
に
、
い
け
花
の
水
に
て
す
り
立
て
用
、 

○
産さ
ん
ご後
に
、
但た
だ
し

箱は
こ
ね
そ
う

根
草
を
薄う
す
ち
ゃ
い
っ
ぷ
く

茶
一
服
ほ
ど
粉こ

に
ま
ぜ
用
、
○
傷せ
う
か
ん寒
に
、
一
日
に
三
度
ほ

ど
用
、
○
河ふ

ぐ豚
其
ほ
か
の
毒
魚
に
酔
た
る
に
、
○
疱ほ
う
さ
う瘡
の
熱
気
さ
め
兼か
ね

た
る
時
用
、
○
悪

し
き
瘡
出
来
た
る
に
付
、
○
妊は
ら
み
お
ん
な娠
に
は
用
ひ
ず
、
○
酒
の
酔
に
、
水
に
て
す
り
て
用
、

古ふ
る
き
す
ず
り硯
の
石
の
い
か
に
も
堅か
た

き
に
て
、
引ひ
き

め
を
付
す
り
用
、
但
し
一
分
ほ
と
づ
ヽ
用
、
何

の
薬
に
も
指
合
な
し
、

	

○
平
沢
元
愷
『
瓊け
い
ほ浦
偶
筆
』（
安
永
三
年
〔1774

〕
成
）

（�

こ
の
資
料
は
南
懐
仁
の
『
坤
輿
外
紀
』
の
内
容
に
和
蘭
通
詞
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
並
録

し
た
も
の
で
あ
る
）

印
第
亜
。（
中
略
）
其
地
多
毒
蛇
。
泉
水
染
其
毒
。
人
畜
飲
之
即
死
。
有
獣
名
独
角
〈
頭

註
。
独
角
即
ウ
ニ
カ
ウ
ル
〉
毎
日
以
角
攪
其
水
。
人
畜
鳥
獣
、
方
敢
飲
。（
中
略
）

所
謂
独
角
、
即
蛮
舶
所
㆓
罕
載
来
者
㆒
。
相
伝
。
勿
搦
祭
亜
国
官
庫
、
蔵
㆓
其
角
二
隻
㆒

称
為
㆓
国
宝
㆒
。
其
貴
重
如
㆑
此
。
其
似
㆓
牛
之
獣
㆒
。
即
犀
類
也
。�

（
巻
五
）

	

○
大
槻
玄
沢
『
六
物
新
志
』（
天
明
元
年
〔1781

〕
序
、
同
八
年
〔1788

〕
知
友
に
頒
布
）

（
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
大
意
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
）

　

西
船
が
舶
載
す
る
ウ
ニ
コ
ル
ニ
ュ
は
、
日
本
で
も
ウ
ニ
コ
ー
ル
と
呼
ば
れ
珍
蔵
さ
れ
、
解
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毒
の
神
品
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
物
と
そ
の
効
き
め
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
諸
書
に
就
い
て
質
す
に
、
ヨ
ン
ス
ト
ン
の
魚
図
に
そ
の
図
が
載

せ
て
あ
り
、
ウ
ォ
ー
ヱ
ツJ. JW

oyts

の
書
に
説
が
あ
る
の
で
、
そ
の
訳
文
を
示
し
て
世
の

惑
い
を
啓
蒙
す
る
。

　

ウ
ォ
ー
ヱ
ツ
の
書
に
は
、
一
角
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
海
に
算
す
る
鯨
の
異
種
の
巨
牙
で

あ
り
、
諸
書
に
あ
る
額
間
に
独
角
の
あ
る
馬
形
は
昔
の
人
が
実
際
に
見
た
も
の
で
は
な
く
、

伝
聞
し
た
も
の
を
漫
然
と
模
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
陸
産
と
か
、
一
角
獣
と
い
う
語
は
誤
り

で
あ
る
。
ま
た
鹿
角
、
象
牙
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
主
治
は
す
べ
て
の
熱
毒
を
解
毒
す

る
の
で
常
備
薬
と
す
べ
き
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。

　

レ
メ
レ
イN

. Lem
ery

の
本
に
は
、
一
角
は
心
気
を
強
く
し
、
精
神
を
益
し
、
癲
驚
を

治
し
、
諸
毒
を
解
し
、
発
汗
の
効
果
が
あ
る
。
た
だ
し
、
世
に
こ
の
一
角
を
頭
の
上
に
載
せ

れ
ば
能
く
悪
気
を
避
け
る
と
い
う
の
は
無
稽
の
説
で
あ
り
、
信
ず
る
に
足
り
な
い
。
そ
の
服

用
量
は
（
中
略
）
で
あ
り
、
ま
た
、
ナ
ル
ワ
ル
、
ル
ロ
ウ
ロ
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
方
言
、
リ

コ
ル
ネ
・
デ
・
メ
ル
ル
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
一
角
で
あ
る
、
と
書
か
れ
て
い
る
。（
以
上
が
本

編
の
大
意
）

　

ま
た
「
附
考
」
に
、
ウ
ニ
コ
ー
ル　

ラ
テ
ン
語
の
ウ
ニ
コ
ル
ニ
ュ
か
ら
来
て
お
り
、
ウ
ニ

は
一
、
コ
ル
ニ
ュ
は
角
で
あ
る
こ
と
、
ウ
ニ
コ
ル
ニ
ュ
に
四
種
あ
り
、
ウ
ニ
コ
ル
ヘ
リ
ュ
ム

は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
海
に
産
す
る
が
魚
の
牙
で
、
真
一
角
と
訳
す
べ
き
も
の
で
、
こ
れ

が
本
物
で
あ
り
、
他
の
三
種
は
偽
物
で
あ
る
こ
と
、
ウ
ニ
コ
ル
ニ
ュ
は
ワ
ル
と
い
う
魚
の
牙

が
本
物
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
最
後
に
そ
の
説
を
補
強
す
る
た
め
に
、
青
木
昆
陽
が
和
蘭
人

に
一
角
の
説
を
尋
ね
て
得
た
答
書
の
和
蘭
文
の
原
文
の
音
写
と
そ
の
漢
訳
を
付
す
。
な
お
大

槻
玄
沢
に
は
『
六
物
新
志
』
の
他
に
『
一
角
魚
図
説
』（
天
明
元
年1781

）
一
枚
が
あ
り
、

ま
た
『
蘭
説
弁
惑
』（
天
明
八
年
〔1788

〕
序
）
に
も
「『
う
ん
こ
ふ
る
』『
う
に
こ
ふ
る
』

は
『
う
に
こ
り
ゅ
に
』
の
あ
や
ま
り
な
り
」
と
記
す
。

	

○
木
村
蒹
葭
堂
『
一
角
纂
考
』（
天
明
六
年
〔1786

〕
自
序
、
寛
政
七
年
〔1795

〕
刊
）

（
本
書
に
つ
い
て
も
内
容
を
摘
要
す
る
）

　

和
漢
お
よ
び
西
洋
の
先
哲
の
著
書
に
は
、
そ
の
産
は
海
あ
る
い
は
陸
と
言
い
、
そ
の
属
は

魚
あ
る
い
は
獣
あ
る
い
は
蛇
と
言
い
、
そ
の
物
は
牙
あ
る
い
は
角
と
言
い
、
そ
の
数
は
二
あ

る
い
は
一
と
言
い
、
そ
の
地
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
デ
ヤ
あ
る
い
は
イ
ン
ド
あ
る
い
は
リ
ミ
ヤ
と

言
う
。
諸
説
紛
々
と
し
て
一
つ
も
真
説
を
得
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
自
分
は
ヨ
ア
ン
・

ア
ン
デ
ル
ソ
ンJohan A

nderssn

の
グ
ル
ー
ン
ラ
ン
デ
ア
国
「
臥
児
狼
徳
亜
」
の
地
理
誌

を
得
て
、
そ
の
正
体
が
海
獣
一
角
の
牙
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
捜
索

し
て
き
た
古
今
の
諸
説
を
列
挙
し
、
漢
人
の
諸
書
を
駁
し
、
西
洋
の
謬
論
を
弁
じ
、
本
邦
の

譌
言
を
正
し
、
そ
の
地
誌
の
真
説
を
示
す
。

（�

以
上
の
よ
う
に
述
べ
た
後
、
内
外
の
書
か
ら
一
角
獣
に
つ
い
て
の
記
事
を
引
用
し
、
巻

末
に
は
『
昆
陽
漫
録
』
所
載
の
一
角
獣
図
を
載
せ
、「
按
勇ヨ
ン

私ス

東ト
ン

斯ス

獣
譜
所
㆑
載
也
」

と
記
す
）。

	

○
荒
井
白
蛾
『
牛
馬
問
』（
宝
暦
五
年
〔1755

〕
刊
）

ウ
ニ
コ
ウ
ル

或
人
の
曰
、
ウ
ニ
コ
ウ
ル
の
文
字
は
、
一
角
の
字
な
り
や
。
曰
、
ウ
ニ
コ
ウ
ル
は
蛮
語
な
れ

ば
、
其
文
字
な
し
。
且
又
ウ
ニ
コ
ウ
ル
と
は
角つ
の

と
い
ふ
事
に
て
、
牛
の
角
も
鹿
の
角
も
皆
う

に
こ
う
る
な
り
。
今
世
上
に
て
価ア
タ
ヒ
タ
ツ
ト貴
く
も
て
は
や
す
物
は
、
あ
の
方
に
も
エ
ン
ホ
ウ
ル
と

い
ふ
も
の
な
り
。
右
い
ふ
ご
と
く
に
、
う
に
か
う
る
と
は
、
角
の
惣
名
と
し
る
べ
し
。

１

−

３　

19
世
紀
に
お
け
る
資
料

	

○
山
村
才
助
『
訂
正
増
訳
采
覧
異
言
』（
享
和
二
年
〔1802

〕
成
・
※
）

昌
永
按
ニ
此
物
羅
甸
語
呼
テ
胡ウ

ニ

コ

ル

泥
哥
尓
奴ニ
ュ

ト
云
ヒ
、
和
蘭
呼
テ
噎エ

甖エ
ン

・
福ホ

オ阿
崘ル
ン

ト
云
。
共
ニ

一
角
ノ
義
ナ
リ
。
昔
時
欧
羅
巴
洲
中
此
物
ヲ
得
ル
コ
ト
甚
稀
ニ
シ
テ
、
其
真
物
ノ
全
体
ヲ
詳

ニ
セ
ズ
。
故
ニ
獣
角
ナ
リ
ト
云
ヘ
ル
説
ア
リ
テ
此
ノ
如
キ
名
ヲ
命
ゼ
シ
ナ
リ
。
シ
カ
ル
ニ
、

後
世
ニ
至
リ
テ
、
故
ア
リ
テ
臥グ

児ル
ウ
ラ
ン狼
徳ド

及
ビ
依エ
イ
ス
ラ
ン
ド

蘭
地
ノ
海
中
ニ
テ
多
ク
コ
レ
ヲ
得
テ
始
テ
魚

牙
ナ
ル
ヲ
明
セ
リ
。
其
事
磐
水
先
生
ノ
六
物
新
志
及
ビ
一
角
纂
考
中
ニ
載
ス
ル
所
其
詳
審
ヲ

悉
セ
リ
。
故
ニ
此
ニ
贅
セ
ズ
。�

（
巻
四
「
臥
児
狼
徳
」）

	

○
中
村
真
兵
衛
『
舶
来
諸
産
解
説
七
拾
條
』（
享
和
三
年
〔1803

〕・
※
）

紅
毛
語
エ
ー
ン
ホ
ー
ル
ン
〔Eenhoorn

〕

	

エ
ー
ン
ト
ハ
一
ト
訳
シ
、
ホ
ー
ル
ン
ト
ハ
角
ト
訳
ス
。
然
レ
バ
一
角
ト
云
フ
義
。

阿
蘭
陀
暦
数
一
千
七
百
七
拾
五
年
（
日
本
安
永
四
年
ニ
当
ル
）
開
板
ノ
エ
キ
ベ
ル
ト　

ボ

イ
ト
云
書
ニ
出
諸
説
ヲ
聞
ニ
、
唯
々
一
角
ノ
獣
ニ
シ
テ
大
サ
馬
ノ
如
ク
毛
短
ク
深

色
ナ

リ
。
額
ノ
正
中
ニ
一
角
生
ズ
。
長
サ
五
掌
許
ノ
、
其
形
甚
懼
ベ
シ
。
深
林
ニ
棲
ト
雖
モ
其

性
ハ
水
陸
相
半
ス
。
水
中
或
ハ
陸
地
ニ
居
ル
。
其
角
能
ク
動
揺
シ
テ
全
身
ノ
力
ヲ
総
テ
其

角
ニ
湊
ル
。
渠か

レ
猟
者
ニ
駆
逐
セ
ラ
レ
、
高
巌
ヨ
リ
落
ト
雖
モ
、
其
角
ヲ
以
テ
身
ヲ
支 

フ
。
因
テ
其
痛
傷
ヲ
受
ル
事
無
シ
ト
云
ヘ
リ
（
中
略
）
是
ハ
犀
角
ノ
事
ナ
リ
。
紅
毛
古
渡

リ
長
崎
御
代
官
所
ノ
官
庫
ニ
納
テ
常
ニ　

官
用
ニ
角
尖
ヨ
リ
切
テ
調
進
有
リ
シ
ナ
リ
。
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（
下
略
）

	

な
お
本
書
に
は
「
紅
毛
語
エ
ー
ン
ホ
ー
ル
ン
ピ
ス
〔Eenhoorn vis

〕」
も
記
さ
れ
て

お
り
、「（
ピ
ス
ト
ハ
魚
ト
訳
ス
、
然
レ
バ
一
角
魚
云
フ
義
）
羅
甸
語
ユ
ニ
コ
ル
ニ
ュ
ス

〔U
nicornis

〕
右
同
書
ニ
形
状
鯨
魚
ニ
似
タ
ル
。
…
其
上
鰓
ニ
長
キ
牙
有
テ
著
ク
。
人
是

ヲ
角
ト
云
テ
牙
ト
云
ハ
ズ
。
…
即
チ
、
ユ
ニ
コ
ー
ル
ナ
リ
。
…
効
能　

精
気
ヲ
益
シ
汗
ヲ

発
シ
諸
毒
ヲ
解
シ
或
ハ
癲
癇
及
ビ
肢
体
ノ
痛
或
ル
者
用
テ
良
ト
ス
」
と
あ
る
。

	

○
村
瀬
之
煕
『
芸
苑
日
渉
』（
文
化
四
年
〔1807

〕
※
）

紅
毛
蛮
互
市
貨
物
、
有
㆓
烏う
に
こ
う
る

你
鼓
縷
㆒
、
此
訳
云
㆓
一
角
㆒
。
能
解
㆓
百
毒
㆒
、
即
独
角
獣
也
。 

金
鰲
退
食
筆
記
、
有
㆓
独
角
獣
補
子
㆒
、
南
懐
仁
坤
輿
外
記
曰
（
以
下
『
坤
輿
図
説
』
か

ら
の
引
用
。
略
す
）
煕
按
犀
之
類
有
㆓
一
角
者
㆒
、
有
㆓
二
角
者
㆒
。
一
角
者
謂
㆓
之
兕
犀
㆒
、

或
謂
㆓
独
角
犀
㆒
、
正
似
㆓
今
一
角
㆒
矣
。（
注
。
略
す
）
或
以
為
㆓
骨

犀
㆒
。（
注
。
略

す
）
未
㆑
知
㆓
然
否
㆒
、
曩
日
見
㆓
紅
毛
蛮
所
㆑
画
一
角
図
㆒
、
乃
海
魚
而
有
㆑
角
、
前
俯
㆓
額

上
㆒
、
状
頗
奇
異
、
姑
記
以
備
㆓
攻
覧
㆒
。�

（
巻
十
「
独
角
獣
」）

	

○�

『
厚
生
新
編
』
巻
三
十
五
・
雑
集
（
大
槻
玄
沢
・
宇
田
川
玄
真
訳
校
、
文
政
十
年
〔1827

〕

頃
成
・
※
）

			




一
角
〈
ウ
ニ
コ
ル
ヌ
・
ヱ
ヽ
ン
ホ
ー
ル
ン
・
按
一
角
の
義
な
り
〉

往
昔
は
一
箇
の
獣
蓄
其
額
上
に
長
大
な
る
独
角
を
具
る
も
の
有
り
と
す
。
其
旧
図
を
見
る
に

形
馬
の
如
く
に
し
て
頭
に
一
角
あ
り
。
是
昔
よ
り
記
載
し
伝
れ
ど
も
畢
竟
妄
誕
に
属
す
。
古

来
実
に
如
此
獣
を
見
る
事
あ
ら
ず
。
或
は
四
方
航
海
の
旅
客
等
の
説
に
亜
弗
利
加
洲
中
に

「
ア
ベ
イ
ツ
シ
ン
ゲ
ン
」
と
呼
べ
る
地
に
右
の
獣
あ
る
こ
と
を
語
れ
り
。
然
れ
ど
も
未
ダ
分

明
な
ら
ず
。
珍
奇
の
支
那
類
を
収
蔵
す
る
宝
庫
並
に
或
ル
好
事
家
の
所
蔵
に
一
個
の
角
長

直
に
し
て
末
漸
ク
尖
り
一
体
転ね
ぢ
れ戻
を
為
し
其
長
六
尺
よ
り
八
尺
許
り
に
至
り
外
面
白
毛
裏

面
は
黄
を
帯
ふ
物
あ
り
。
是
を
一ウ
ニ
コ
ル
ス角
と
称
し
、
多
く
医
薬
に
供
し
「
ウ
ニ
コ
ル
ス
・
ヘ
ル

ム
」、
又
「
マ
リ
ヌ
ム
」
と
名
づ
け
て
用
る
。
然
る
に
是
れ
は
索
よ
り
獣
角
に
あ
ら
ず
。
即

チ
瓦
児
狼
徳
亜
の
海
中
に
棲
む
鯨
の
異
種
「
ナ
ル
ワ
ル
・
又　

ゼ
ー
ヱ
ヽ
ン
ホ
ー
ル
ン
」

〈
海
一
角
の
義
〉
と
云
ふ
魚
の
角
な
り
。
但
或
ル
説
に
其
魚
歯
な
り
と
云
〈
按
に
「
ナ
ル
ワ

ル
」
は
其
地
の
土
名
旧
称
な
り
。
海
一
角
は
後
来
の
名
つ
く
る
所
な
り
。
角
と
い
ふ
は
旧
説

即
其
魚
牙
な
り
〉
此
角
と
称
す
る
物
の
性
能
功
力
は
象
牙
及
鹿
角
と
同
一
般
な
り
。
即
汗
を

発
し
神
気
を
強
盛
に
し
諸
般
の
解
毒
剤
と
し
て
世
人
其
功
を
称
せ
り
。
又
癇
症
搐
搦
麻
疹
疫

熱
身
体
疼
痛
等
良
効
あ
り
と
い
ふ
。
然
れ
ど
も
一
説
に
は
此
物
抜
群
の
功
力
あ
る
事
な
し
、

唯
酸
敗
液
の
過
多
な
る
症
を
消
解
す
る
の
功
あ
る
の
み
に
し
て
其
他
に
良
効
を
称
す
べ
き
事

な
し
。

（
次
に
「
一
角
魚
」
の
項
が
あ
る
が
、
略
す
（
注
④
））

	

○
喜
多
邨
信
節
『
筠
庭
雑
考
』（
天
保
十
四
年
〔1843

〕
自
序
）

或
人
宋
の
代
の
人
閻
次
平
が
か
け
る
獠
人
奇
獣
を
牽
き
た
る
図
を
も
て
り
〈
難
波
人
の
所

蔵
〉
そ
の
模
本
を
み
る
に
ウ
ニ
コ
ー
ル
の
獣
と
い
ひ
伝
ふ
と
あ
る
は
誤
に
て
こ
れ
所
謂
天
禄

な
る
べ
し
〈
此
獣
一
角
あ
れ
ば
ウ
ニ
コ
ー
ル
と
押
あ
て
に
い
へ
る
な
る
べ
し
。
ウ
ニ
コ
ー
ル

は
蛮
書
を
み
る
に
海
魚
な
り
。『
坤
輿
外
紀
』
に
こ
れ
を
独
角
獣
と
い
へ
る
を
お
も
へ
ば
紅

夷
も
旧
説
は
獣
と
し
た
る
に
や
〉
漢
土
人
だ
に
お
も
ひ
謬
れ
る
物
な
れ
ば
こ
ヽ
の
人
し
ら
ざ

る
は
理
り
也
。

２　

蘭
学
者
た
ち
の
妙
薬
「
一
角
」
の
正
体
に
つ
い
て
の
探
究

　

前
節
に
お
い
て
列
挙
し
た
資
料
（
注
⑤
）
で
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
妙
薬
「
一
角
」
の
舶
載

記
事
や
ウ
ニ
コ
ウ
ル
の
名
義
な
ど
を
除
く
と
、「
一
角
」
の
正
体
に
つ
い
て
の
考
察
と
一
角
獣
お

よ
び
一
角
獣
伝
説
の
紹
介
（
傍
線
部
）
で
あ
る
。

　

前
者
は
「
獣
の
一
角
あ
る
者
」（『
増
補
華
夷
通
商
考
』）
と
だ
け
言
わ
れ
て
い
た
も
の
の
正
体

を
究
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
最
初

は
、「
一
角
」
の
正
体
は
数
千
年
を
生
き
た
犀
の
角
で
あ
る
と
も
（『
広
益
本
草
大
成
』）、「
犀
角

ノ
類
ナ
ル
ベ
シ
」（『
大
和
本
草
』）、「
通つ
う
て
ん
さ
い

天
犀
」（『
和
漢
三
才
図
会
』『
紅
毛
談
』）
な
ど
と
も
考

え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
青
木
昆
陽
の
み
は
「
山
獣
海
獣
知
る
べ
か
ら
ず
と
な
す
、

よ
ろ
し
か
る
べ
し
」（『
昆
陽
漫
録
』）
と
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
北
海
に
棲
む
鯨
類
の

イ
ッ
カ
ク
（
す
な
わ
ち
ヨ
ン
ス
ト
ン
の
『
禽
獣
鳥
魚
図
』
に
見
え
る
「
一
角
魚
」）
に
当
た
る
も

の
を
「
姑
し
ば
ら
く

記
以
備
㆓
攻
覧
㆒
」
と
紹
介
し
た
の
は
村
瀬
之
煕
の
『
芸
苑
日
渉
』
で
あ
り
、「
形 

如
㆑
馬
。
而
有
㆓
一
角
㆒
。
…
薬
神
験
勝
㆑
於
㆓
犀
角
㆒
」
と
紹
介
し
た
の
は
新
井
白
石
（『
采
覧
異

言
』）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
陸
獣
と
す
る
説
を
妄
誕
の
説
と
し
、
鯨
類
の
イ
ッ
カ
ク
で
あ
る
と

し
た
の
は
大
槻
玄
沢
（『
六
物
新
志
』）
と
木
村
蒹
葭
堂
（『
一
角
纂
考
』）
で
あ
っ
た
。
以
降
こ
の

説
が
通
説
と
な
る
。

　

和
泉
氏
（
前
掲
論
文
）
も
同
様
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る

の
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
江
戸
期
の
一
角
獣
表
象
は
す
べ
て
外
来
の
情
報
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
最
も
詳
細
を
究
め
て
い
る
『
一
角
纂
考
』
で
さ
え
、
外
来
の
情
報
を
外
来
の
情

報
に
よ
っ
て
批
判
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
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玄
沢
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。『
六
物
新
志
』
の
「
題
言
七
則
」
の
始
め
に
「
六
物
之
志
皆
係
㆓

翻
訳
㆒
。
翻
訳
之
業
全
成
㆓
於
和
蘭
学
㆒
」
と
あ
り
、
彼
ら
が
認
め
た
鯨
類
の
イ
ッ
カ
ク
の
効
能
も

ま
た
中
国
か
ら
の
知
識
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
宮
下
三
郎
氏
の
論
文
「
一
角
の
輸
入
」
に
見
え

る
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

日
本
で
は
本
草
学
は
同
定
の
学
問
と
し
て
発
達
し
、
中
国
産
の
原
動
植
物
を
中
心
に
、
近
縁

や
類
縁
の
動
植
物
に
つ
い
て
の
豊
富
な
知
識
が
蓄
積
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
多
く
の
代

替
薬
が
生
ま
れ
た
。
一
角
に
つ
い
て
も
、
犀
角
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
も
あ
り
、
鯨
の
類
と

い
う
説
か
ら
鯨
骨
に
よ
る
偽
物
す
ら
作
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
角
固
有
の
薬
効
に
つ
い

て
の
論
証
な
ど
は
、
つ
い
に
一
度
も
議
論
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
。
同
定
以
外
の
分
類
や

薬
効
な
ど
に
つ
い
て
は
、
特
殊
な
場
合
を
除
い
て
、
中
国
の
知
識
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

３　

一
角
獣
伝
説
の
日
本
へ
の
伝
来

　

和
泉
氏
は
日
本
に
伝
わ
っ
た
「
一
角
獣
表
象
は
お
お
よ
そ
二
通
り
の
仕
方
で
受
容
・
育
成
さ
れ

た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
一
つ
に
は
漢
訳
仏
典
を
経
由
し
た

『
今
昔
物
語
』
の
中
の
一
角
仙
人
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
南
蛮
渡
来
の
書
物
か
ら
受
容
さ
れ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
一
角
獣
表
象
で
あ
る
」。

　

前
者
す
な
わ
ち
漢
訳
仏
典
を
経
由
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
詳
し
く
は
触
れ
な
い
が
、

紀
元
前
二
千
年
頃
の
成
立
の
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
の
叙
事
詩
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
に
発
し
、

イ
ン
ド
の
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
叙
事
詩
』
所
収
の
「
リ
シ
ュ
ヤ
＝
シ
ュ
リ
ン
ガ
説
話
」
の
よ
う
な

聖
人
の
堕
落
モ
チ
ー
フ
と
な
り
、『
大
智
度
論
』
第
十
一
巻
な
ど
の
漢
訳
仏
典
を
経
由
し
て
日
本

に
入
り
、『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
編
巻
五
「
一
角
仙
人
女
人
を
負
う
て
山
よ
り
王
城
に
来
る
語
」

な
ど
や
『
太
平
記
』
巻
三
十
七
「
身
子
声
聞
、
一
角
仙
人
、
志
賀
手
名
上
人
事
」、
金
春
禅
鳳
作

『
一
角
仙
人
』、、
歌
舞
伎
十
八
番
『
鳴
神
』、『
鳴
神
』
の
翻
案
の
馬
琴
の
『
雲
妙
間
雨
夜
月
』
な

ど
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
（
岩
元
祐
『
仏
教
説
話
』
筑
摩
書
房1965

年
刊
）。

　

後
者
は
前
に
列
挙
し
た
資
料
中
に
見
ら
れ
る
も
の
（
傍
線
部
）
で
あ
り
、
解
毒
作
用
を
有
す
る

角
を
持
つ
一
角
獣
に
関
わ
る
伝
承
が
主
で
あ
る
。
そ
れ
は
先
ず
毒
を
中
和
さ
せ
る
力
を
有
す
る
角

を
持
ち
、
ラ
イ
オ
ン
と
闘
う
強
暴
な
性
質
を
持
っ
た
陸
獣
一
角
で
あ
っ
た
。『
芸
苑
日
渉
』
に

「
其
鋭
能
触
㆓
大
獅
㆒
、
若
悞
触
㆑
樹
、
角
不
㆑
能
㆑
出
、
反
為
㆑
獅
斃
」
と
あ
っ
た
。
そ
の
角
の
た

め
に
一
角
獣
は
狩
り
の
対
象
と
な
っ
た
が
、『
舶
来
諸
産
解
説
七
拾
條
』
に
「
渠か

レ
猟
者
ニ
駆
逐

セ
ラ
レ
、
高
巌
ヨ
リ
落
ト
雖
モ
、
其
角
ヲ
以
テ
身
ヲ
支
フ
…
」
と
あ
り
、『
紅
毛
訳
問
答
』
に

「
こ
の
獣
性
強
暴
に
し
て
馴
ち
か
づ
き
が
た
し
む
。
も
し
こ
れ
を
捕
へ
得
れ
ば
、
彼
れ
忿
怒
に
た

へ
ず
し
て
自
狂
死
す
」
と
あ
っ
た
の
も
そ
の
こ
と
に
付
随
す
る
伝
説
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
捕

獲
方
法
に
処
女
を
利
用
す
る
方
法
が
あ
っ
た
。『
紅
毛
訳
問
答
』
に
そ
の
方
法
が
詳
し
く
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
、『
昆
陽
漫
録
』
に
「
一
角
獣
女
児
を
好
み
、
香
り
を
好
む
」
と
あ
る
の
も
そ
れ
を

伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

４　

西
洋
に
お
け
る
一
角
獣
表
象
の
多
義
性

　

と
こ
ろ
で
、
一
角
獣
は
犀
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
中
国
の
本
草

書
で
は
犀
の
角
に
は
解
毒
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』

（
明
・
万
暦
三
十
一
年1596

序
刊
）
獣
部
第
五
十
一
巻
「
犀
」
項
（「
犀
角
」
の
「
発
明
」）
に
、

 

時
珍
曰  

犀
角
犀
之
聖
霊
所
㆑
聚
、
足
陽
明
薬
也
。
胃
為
㆓
水
穀
之
海
㆒
、
飲
食
薬
物
必
先 

受
㆑
之
。
故
犀
角
能
解
㆓
一
切
諸
毒
㆒
。（
中
略
）
抱
朴
子
云
、
犀
食
㆓
百
草
之
毒
及
衆
木
之 

棘
㆒
、
所
㆓
以
能
㆒
㆑
毒
。
凡
虫
毒
之
郷
有
㆓
飲
食
㆒
、
以
㆓
此
角
㆒
攪
㆑
之
。
有
㆑
毒
則
生
㆓
白 

沫
㆒
。
無
㆑
毒
則
否
。
以
㆑
之
煮
㆓
毒
薬
㆒　

則
無
㆓
復
毒
熱
㆒
也
。
北
戸
録
云
、
凡
、
中
あ
つ
る
に

㆓
毒

箭
㆒
以
㆓
犀
角
㆒
刺
㆓
瘡
中
㆒

立
た
ち
ど
こ
ろ
に

癒
。

と
見
え
る
。
ち
な
み
に
同
書
（「
集
解
」）
に
は
「
一
角
犀
」
と
呼
ば
れ
る
犀
が
明
（1368‒

）
の

初
め
に
九
真
曾
か
ら
貢
進
さ
れ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
（「
亦
曰
㆓
沙
犀
㆒
止た
だ

有
㆓
一
角
㆒
在
㆑
頂
。

文
理
細
膩
斑
白
文
明
。（
中
略
）
洪
武
初
、
九
真
曾
貢
㆑
之
。
謂
㆓
之
独
角
犀
㆒
是
矣
」）。

　

ま
た
、
中
国
に
は
獬か
い
ち豸
と
い
う
一
角
を
持
つ
獣
が
い
た
（
注
⑥
）。
麒
麟
や
鳳
凰
と
同
様
に
瑞

祥
を
表
わ
す
神
獣
で
あ
る
が
、
そ
の
角
で
悪
霊
を
突
く
と
さ
れ
、
鎮
墓
や
魔
除
け
に
用
い
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
人
の
正
邪
を
も
判
別
し
、
不
正
な
者
を
突
く
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
一
角
犀
や
獬
豸
と
西
洋
の
一
角
獣
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
一
角
犀
や
獬
豸
が
西

洋
に
伝
わ
っ
て
西
洋
の
ユ
ニ
コ
ー
ン
に
な
っ
た
と
も
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ベ
ー
ア
の
前
掲
書
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

一
角
獣
は
一
体
ど
こ
で
成
立
し
た
か
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
は
お
そ
ら
く

イ
ン
ド
の
山
岳
と
川
原
を
越
え
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
角
獣
は
三
つ
の
道
筋
を

通
っ
て
や
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
道
は
互
い
に
ま
ず
並
行
し
て
走
り
、
そ
れ
か
ら
接
触
し
、

交
叉
し
、
一
つ
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
一
角
獣
の
辿
っ
た
第
一
の
道

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
典
古
代
、
つ
ま
り
ギ
リ
シ
ャ
と
ロ
ー
マ
人
で
あ
る
。
第
二
の
道
は
聖
書
で

あ
り
、
第
三
の
道
は
初
期
キ
リ
ス
ト
教
的
色
彩
を
帯
び
た
自
然
科
学
書
で
あ
る
。

　

第
一
の
道
に
お
け
る
一
角
獣
は
前
に
述
べ
た
よ
う
な
解
毒
の
角
を
持
つ
一
角
獣
で
あ
る
。
一
角

獣
伝
説
の
研
究
書
に
は
あ
ま
り
引
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
の

世
界
図
に
は
ナ
イ
ル
川
下
流
の
左
岸
に
一
角
獣
が
描
か
れ
、「
処
女
が
一
角
獣
の
前
に
膝
を
ひ
ろ
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げ
る
と
、
一
角
獣
は
近
づ
い
て
き
た
、
そ
の
膝
の
上
に
頭
を
の
せ
て
横
た
わ
り
、
凶
暴
性
を
ま
っ

た
く
失
っ
て
警
戒
心
が
な
く
な
る
の
で
捕
獲
さ
れ
る
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
（
織
田
武
雄
『
古
地

図
の
世
界
』
講
談
社1981.12

刊
。p120

）。
そ
う
い
っ
た
伝
承
に
キ
リ
ス
ト
教
が
関
わ
り
、
一
角

獣
は
キ
リ
ス
ト
の
象
徴
と
な
り
、
処
女
は
聖
母
マ
リ
ア
の
象
徴
と
な
り
、
処
女
に
抱
か
れ
た
た
め

に
猟
師
に
捕
ら
わ
れ
て
し
ま
う
一
角
獣
は
キ
リ
ス
ト
の
受
難
の
象
徴
と
な
る
な
ど
、
一
角
獣
伝
説

は
多
義
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
展
開
は
ベ
ー
ア
の
前
掲
書
に
詳
し
い
が
、
彼

は
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
も
纏
め
て
い
る
（p13

）。

一
角
獣
が
そ
の
幾
重
に
も
折
り
重
な
り
、
矛
盾
に
満
ち
た
、
象
徴
的
で
神
秘
的
な
意
義
を
獲

得
し
て
い
っ
た
の
は
、
本
質
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
。
一
角
獣
は
早
く
か

ら
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
表
す
記
号
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
死
と
悪
魔
を
表
す
も
の
で
も

あ
っ
た
。（
中
略
）
一
角
獣
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
打
ち
勝
つ
主
の
力
を
意
味
し
、
同
時
に
人

間
と
い
う
罪
あ
る
衣
に
身
を
包
む
謙
虚
さ
を
も
意
味
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
角
獣
は
紋
章

と
し
て
騎
士
の
力
と
勇
気
を
示
す
徴
で
あ
り
得
た
し
、
し
か
し
ま
た
同
時
に
修
道
院
の
特
性

で
あ
る
孤
独
さ
の
象
徴
で
も
あ
り
得
た
の
で
あ
る
。
一
角
獣
が
処
女
マ
リ
ア
の
息
子
を
表
す

こ
と
か
ら
、
一
角
獣
は
貞
節
の
象
徴
と
な
る
。
し
か
し
馴
致
し
が
た
い
力
ゆ
え
に
、
一
角
獣

は
ま
た
制
御
の
き
か
な
い
欲
望
を
も
体
現
し
、
そ
の
結
果
こ
こ
で
も
ま
た
、
古
代
と
は
異

な
っ
た
仕
方
で
は
あ
る
が
、
極
め
て
古
い
時
代
か
ら
の
催
淫
薬
と
し
て
の
角
の
用
法
が
出
現

し
て
く
る
の
で
あ
る
。
一
角
獣
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
そ
の
教
会
の
統
一
を
意
味
す
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
一
方
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
敵
、
異
教
徒
と
ユ
ダ
ヤ
人
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
。

５　

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
見
え
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な
色
彩
を
帯
び
た
一
角
獣

　

実
は
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
色
彩
を
帯
び
た
一
角
獣
の
話
が
、
寛
文
三
年
〔1663
〕
に
将
軍

家
綱
に
献
上
さ
れ
た
ヨ
ン
ス
ト
ン
『
禽
獣
鳥
魚
図
』
よ
り
も
前
に
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ

は
天
正
十
九
年
〔1591

〕
に
刊
行
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
版
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
の
内
抜
書
』

（
加
津
佐
学
林
刊
）
の
「
バ
ル
ラ
ア
ン
と
サ
ン
・
ジ
ョ
サ
ハ
ツ
」
の
中
に
現
れ
る
。
聖
ジ
ョ
サ
ハ

ツ
が
老
人
か
ら
聞
い
た
話
の
中
に
現
れ
る
「
人
間
を
つ
か
ま
え
よ
う
と
た
え
ず
つ
け
狙
っ
て
い
る

死
」
の
表
象
と
し
て
の
一
角
獣
で
あ
る
。

　

『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
の
内
抜
書
』
は
日
本
語
が
ロ
ー
文
字
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

村
岡
典
嗣
編
『
吉
利
支
丹
文
学
抄
』（
改
造
社
、1926.5

刊
）
に
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
改
め
た

も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
次
に
掲
げ
る
。

或
人
、
う
に
こ
う
る
と
言
へ
る
獣
け
だ
も
の

に
殺
さ
れ
ん
と
し
て
逃に
げ
ざ
ま様
に
、
い
か
に
も
深
き
落
し
穴

に
陥
り
け
る
が
、
立
木
一
本
あ
り
あ
ひ
て
、
そ
の
中
に
落
ち
け
れ
ば
、
手
に
当
る
に
任
せ
て

枝
に
取
付
き
、
僅
か
な
る
も
の
を
踏
へ
て
、
宙
に
か
か
つ
て
居
た
る
也
。
こ
の
も
と
を
見
れ

ば
、
黒こ
く
び
ゃ
く白
の
鼠
二
匹
ゐ
て
、
そ
の
木
の
根
ぎ
は
を
か
ぶ
り
細
め
、
切
に
之
を
か
ぶ
り
け
る
。

穴
の
底
を
見
れ
ば
、
大
蛇
口
よ
り
火
焔
の
息
を
つ
き
出
し
て
待
ち
か
け
た
り
。
悪
龍
は
四
匹
、

身
を
と
り
か
ら
め
て
ゐ
た
る
也
。
そ
の
危
き
所
に
は
蜂
の
蜜
あ
り
け
る
を
見
て
、
そ
の
差
当

る
大
難
儀
を
ば
打
忘
れ
て
、
ま
づ
そ
の
蜜
を
ね
ぶ
り
て
甘う
ま

き
と
思
ふ
也
。
こ
れ
即
ち
、
現
世

の
栄
花
に
執
着
深
き
者
の
譬
也
。
う
に
こ
う
る
に
追
か
け
ら
る
ヽ
と
言
ふ
は
、
人
を
お
つ
か

く
る
時
剋
の
事
也
。
取
付
き
た
る
木
の
枝
と
は
、
面
々
の
命
の
事
也
。
黒
白
の
鼠
と
は
一
命

の
隙
を
亡
す
夜
昼
の
事
也
。
四
匹
の
悪
龍
と
は
、
人
の
身
は
地
水
風
火
を
以
て
か
ヽ
ゆ
る
血け
つ

気き

痰た
ん

黄お
わ
ず
ゐ水
の
こ
と
、
こ
の
四
ツ
の
加
減
損
ね
て
死
す
る
と
い
ふ
心
也
。
深
き
穴
の
底
に
あ
る

大
蛇
と
は
、
世
界
に
執
着
す
る
者
ど
も
を
待
ち
か
く
る
火
焔
の
淵
な
る
、
い
ん
へ
る
の
の
事

也
。
さ
し
む
か
ふ
難
儀
を
忘
れ
さ
せ
た
る
甘
き
蜜
と
は
、
終
り
な
き
事
を
忘
れ
さ
す
る
、
現

世
の
あ
だ
な
る
栄
花
の
事
也
。
終
り
な
き
一
命
の
悦
び
に
至
ら
ん
事
を
歎
か
ず
し
て
、
永
き

苦く
げ
ん患
を
受
く
べ
き
事
を
忘
れ
、
墓
な
き
こ
と
に
執
心
す
る
者
は
、
か
の
譬
に
異
ら
ず
、
と
語

り
給
ふ
也
。

　

こ
の
話
の
も
と
は
仏
典
『
賓
頭
盧
為
優
陀
延
王
説
法
経
』
に
あ
り
、
そ
れ
が
西
に
伝
わ
り
、
聖

ジ
ョ
ン
（St. John D

am
ascene

）
の
著
と
さ
れ
る
『
バ
ー
ラ
ー
ム
と
ジ
ョ
ナ
フ
ァ
ト
』

（Barlaam
 and Josaphat

）
の
中
で
、
第
四
の
寓
訓
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
（
注
⑦
）。『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
の
内
抜
書
』
は
そ
れ
を
用
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
仏
典
で
「
大
悪
象
」
と
あ
る
の
が
「
う
に
こ
う
る
」
に
な
っ
て
い

る
（
注
⑧
）。

　

蘭
学
者
た
ち
が
蘭
書
に
よ
っ
て
一
角
獣
の
伝
説
を
知
る
前
に
、
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
た
ち

は
こ
う
し
た
一
角
獣
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
話
は
人
間
存
在
を
表
し
た
最
も
出
来
の
良

い
比
喩
の
一
つ
と
し
て
定
評
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
禁
教
令
や
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
に

よ
っ
て
日
本
で
は
知
ら
れ
な
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
キ
リ
シ
タ
ン
版
『
伊

曾
保
物
語
』（
ロ
ー
マ
字
本
・
文
禄
二
年
〔1593

〕
天
草
学
林
刊
）
に
よ
っ
て
日
本
に
始
め
て
伝

わ
っ
た
イ
ソ
ッ
プ
の
話
は
そ
う
し
た
困
難
を
克
服
し
て
、
庶
民
に
ま
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
単
に
禁
教
令
や
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
後
に
考
え
た
い
。

６　

天
球
儀
の
中
の
一
角
獣
座

　

前
述
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
日
本
人
が
目
に
し
た
西
洋
の
一
角
獣
の
図
像
に
は
、
ヨ
ン
ス
ト
ン

の
『
禽
獣
鳥
魚
図
』
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
南
懐
仁
の
『
坤
輿
図
説
』
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
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が
あ
っ
た
が
、
も
う
ひ
と
つ
天
球
儀
に
描
か
れ
た
一
角
獣
座
が
あ
る
。

　

大
航
海
時
代
以
降
に
天
の
南
極
周
辺
の
夜
空
に
は
十
二
の
新
星
座
が
設
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を

契
機
に
天
の
北
半
球
で
も
、
そ
れ
ま
で
星
座
の
無
か
っ
た
星
座
の
境
目
な
ど
に
新
星
座
が
設
定
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
角
獣
座
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヘ
ヴ
ェ
リ

ウ
ス
（Johannes H

evelius, 1611‒1687

）
の
星
座
図
も
一
角
獣
座
を
描
い
て
い
る
早
い
も
の

の
一
つ
で
あ
る
が
（
注
⑨
）、
長
崎
平
戸
藩
の
藩
主
松
浦
静
山
が
和
蘭
通
詞
を
介
し
て
手
に
入
れ

た
、
一
七
〇
〇
年
に
オ
ル
ラ
ン
ド
（
オ
ラ
ン
ダ
）
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
製
造
さ
れ
た
天
球
儀

（
平
戸
藩
楽
歳
堂
旧
蔵
、
現
長
崎
県
平
戸
市
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
）
に
描
か
れ
て
い
る
星
座
は
、

そ
の
ヘ
ヴ
ェ
リ
ウ
ス
の
星
座
図
を
忠
実
に
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
（
注
⑩
）。
一
角
獣
の
絵
図
の

傍
ら
に
はm

onoceros

と
書
か
れ
て
い
る
。
長
崎
奉
行
所
に
勤
務
し
た
学
者
北
島
見
信
の
『
紅

毛
天
地
二
図
贅
説
』〈
元
文
二
～
三
年
〔1737‒38

〕
頃
成
〉
の
上
巻
は
こ
の
天
球
儀
の
星
座
の
解

説
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「M

onoceros
摩モ

ノ

セ

ロ

老
西
路
〈
転
舌
呼
〉
斯ス

」「Scxtans

（
西セ

ス斯
堂タ
ン

斯ス

）」「urania

（
烏ウ

ラ

ニ

ア

刺
你
爺
）」
と
「Rodur
（
羅ロ
ー

布プ

ル児
）

－carolinum

（
仮カ

ロ

リ

ス

ム

羅
力
奴
謨
）」
と
を

合
わ
せ
て
「
右
座
内
二
像
及
下
座
外
一
像
者
、
乃
係
㆓
乎
新
図
之
増
益
㆒
」
と
解
説
し
て
い
お
り
、

「
黄
道
以
北
星
像
計
三
十
七
」
の
説
明
の
中
に
も
「
右
座
内
十
二
像
及
外
一
像
者
、
当
㆓
吾
元
禄

十
三
年
庚
辰
㆒
、
彼
土
之
学
士
揺ヨ

俺ア
ン

企ネ

ス

ヘ

ヘ

斯
係
係
柳リ
ュ
ウ

斯ス

所
㆓
新
増
㆒
之
黄
道
以
北
星
象
名
矣
。
故
於
㆓

旧
図
㆒
未
三
曾
有
㆓
未
見
㆒
」
と
あ
る
。
元
禄
十
三
年
は
西
暦
一
七
〇
〇
年
で
あ
り
、「
揺ヨ

俺ア
ン

企ネ

ス

ヘ

ヘ

斯
係
係
柳リ
ュ
ウ

斯ス

」
は
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヘ
ヴ
ェ
リ
ウ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
の
『
紅
毛
訳

問
答
』
に
見
え
る
「
紅
毛
新
刻
の
星
象
の
図
に
モ
ノ
セ
ー
ロ
ス
の
形
状
を
図
す
云
々
」
と
あ
る
の

も
こ
の
天
球
儀
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
木
村
蒹
葭
堂
の
『
一
角
纂
考
』
に
、

所
㆑
謂
一
角
獣
者
、
亦
是
西
洋
之
一
説
、
而
彼
邦
天
文
星
象
之
図
、
亦
載
㆑
之
炳
如
焉
。

と
あ
っ
た
が
、
蒹
葭
堂
と
松
浦
静
山
と
は
交
友
関
係
が
あ
り
、
こ
の
「
彼
邦
天
文
星
象
之
図
」
も

楽
歳
堂
蔵
の
天
球
儀
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

　

星
座
に
な
っ
た
一
角
獣
も
ま
た
江
戸
時
代
に
日
本
に
入
っ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
筆

者
が
知
り
得
た
史
料
は
す
べ
て
楽
歳
堂
蔵
の
天
球
儀
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
極

め
て
限
ら
れ
た
者
だ
け
に
知
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
司
馬
江
漢
の
「
天
球
全

図
」（
寛
政
八
年
〔1796

〕
成
）
は
北
島
見
信
の
『
紅
毛
天
地
二
図
贅
説
』
か
ら
半
世
紀
後
に
描

か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
描
か
れ
て
い
る
星
座
の
中
に
は
一
角
獣
座
は
見
え
な
い
。
司
馬
江
漢
は

新
し
い
星
座
図
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
か
、
知
っ
て
い
て
も
そ
れ
を
描
い
た
星
座
図
を
見
る
機

会
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

７　

蘭
学
者
た
ち
の
一
角
獣
伝
説
に
対
す
る
態
度

　

さ
て
、
本
稿
で
特
に
問
題
に
し
た
い
の
は
、
一
角
獣
伝
説
が
村
瀬
之
煕
の
『
芸
苑
日
渉
』
で
南

懐
仁
の
『
坤
輿
外
紀
』
の
記
事
を
引
用
し
た
の
を
最
後
に
日
本
で
語
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
大
槻
玄
沢
の
『
六
物
新
志
』
ま
た
木
村
蒹
葭
堂
『
一
角
纂
考
』
の
本
草
学
的
な

研
究
の
影
響
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

大
槻
玄
沢
た
ち
が
陸
獣
一
角
の
存
在
を
認
め
な
か
っ
た
の
は
、
多
く
の
新
し
い
西
洋
書
で
は
そ

の
存
在
が
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
な
お
そ
の
非
存
在
説
に
従
っ
た
の

は
蘭
学
の
持
つ
性
格
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

蘭
方
医
た
ち
が
問
題
と
し
た
の
は
舶
来
の
妙
薬
の
正
体
で
あ
っ
た
。
一
般
に
蘭
学
者
た
ち
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
技
術
や
知
識
を
貪
欲
に
学
ん
だ
が
、
精
神
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
に
は
積
極
的
で
は

な
か
っ
た
。
和
魂
洋
才
と
い
う
考
え
方
は
新
井
白
石
以
来
の
も
の
で
あ
る
が
、
蘭
学
の
目
指
し
た

も
の
は
実
際
の
生
活
に
資
す
る
知
識
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
宗
関
係
の
書
籍
を
輸

入
す
る
禁
止
令
が
出
さ
れ
た
の
は
寛
永
七
年
〔1930

〕
で
あ
り
、
そ
れ
が
緩
和
さ
れ
た
の
は
、
享

保
五
年
〔1720

〕、
八
代
将
軍
吉
宗
の
時
で
あ
っ
た
。「
和
蘭
書
と
申
す
も
の
、
是
ま
で
御
覧
遊
ば

れ
し
事
な
き
も
の
な
り
。
何
な
り
と
も
一
本
指
し
出
す
候
様
上
意
あ
り
し
に
よ
り
、
其
頃
何
にマ
マ

の

書
な
り
し
に
や
、
図
入
り
の
本
差
し
出
せ
し
に
、
御
覧
遊
ば
さ
れ
、
こ
れ
は
図
ば
か
り
も
至
て
精

密
の
も
の
な
り
、
此
内
の
所
説
を
読
み
得
る
な
ら
ば
、
亦
必
ず
委
し
き
要
用
の
こ
と
あ
る
べ
し
」

（『
蘭
学
事
始
』）
と
あ
る
「
図
入
り
の
本
」
は
ヨ
ン
ス
ト
ン
の
『
禽
獣
鳥
魚
図
』
と
ド
ド
ネ
ウ
ス

の
『
遠
西
本
草
譜
』
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
最
初
に
『
禽
獣
鳥
魚
図
』
を
訳
し
始
め
た
野
呂
元
丈

は
第
一
巻
を
訳
し
た
と
こ
ろ
で
、「
此
書
薬
物
ノ
為
ニ
作
ク
ル
本
草
ニ
ア
ラ
ズ
。
故
ニ
功
能
ノ
コ

ト
一
切
ナ
シ
」
と
い
う
理
由
で
以
降
の
巻
の
訳
は
止
め
て
い
る
。
蘭
学
は
「
要
用
の
こ
と
」
を
西

洋
の
書
籍
に
求
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
舶
来
の
妙
薬
「
一
角
」
も
ま
た
そ
の
正
体

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
究
明
に
意
が
注
が
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

蘭
学
に
お
い
て
は
確
証
の
な
い
陸
獣
一
角
の
存
在
は
妄
誕
の
説
と
と
し
て
否
定
さ
れ
、
一
角
獣
伝

説
も
ま
た
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
蘭
学
者
た
ち
が
不
可
解
に
思
い
、
解
決
で
き
な
い
で

い
た
こ
と
の
一
つ
に
、
西
洋
人
の
描
い
た
世
界
図
が
一
つ
の
大
陸
と
し
て
し
か
見
え
な
い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
と
を
二
大
州
と
し
て
区
別
し
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
世
界
は
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
三
つ
の
世
界
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
三
つ
の
世

界
は
宗
教
と
文
化
の
違
い
に
基
づ
く
世
界
像
で
あ
っ
た
。
新
し
い
「
五
大
州
」
の
形
を
描
い
た
世

界
図
の
説
明
も
、
そ
う
し
た
中
世
以
来
の
考
え
方
が
継
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
人

文
学
的
な
問
題
は
当
時
の
蘭
学
者
た
ち
は
興
味
の
対
象
外
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
先
の
疑
問
を
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解
く
知
識
を
得
る
機
会
も
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
妙
薬
「
一
角
」
と
一
角
獣
伝
説
に
対
す

る
関
心
の
違
い
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
一
角
獣
の
表
象
に
つ
い
て
本
稿
が
主
に
参
考
に
し
た
の
は
、
前
掲
の

ベ
ー
ア
著
『
一
角
獣
』
で
あ
る
が
、
こ
の
本
の
最
初
に
は
ド
イ
ツ
の
疾
風
怒
濤
期
の
作
家
シ
ラ
ー

（Friedrich von Sciller 1759‒1805

）
の
言
葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

人
生
に
お
い
て
は
す
べ
て
が
繰
り
返
さ
れ
る
だ
け
だ

永
遠
に
若
さ
を
保
つ
の
は
幻
想
の
み
。

い
ま
だ
か
つ
て
、
そ
し
て
い
ず
こ
に
お
い
て
も
生
起
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の

そ
れ
の
み
が
、
決
し
て
老
い
る
こ
と
が
な
い
！

　

さ
ら
に
序
章
の
始
め
に
は
、

お
お
、
こ
れ
こ
そ
は
存
在
し
な
い
獣

と
い
う
リ
ル
ケ
（Rainer M

aria Rilke 1875‒1926
）
の
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
に
寄
せ
る
ソ
ネ
ッ

ト
」
の
一
節
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ソ
ネ
ッ
ト
は
、
一
五
〇
〇
年
頃
に
、
パ
リ
あ
る
い
は
北

フ
ラ
ン
ス
か
ら
フ
ラ
ン
ド
ル
に
か
け
て
の
地
域
で
織
ら
れ
た
「
一
角
獣
を
連
れ
た
貴
婦
人
」
と
呼

ば
れ
る
六
枚
の
豪
華
な
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
見
て
作
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
（
現
在
フ
ラ
ン
ス
国
立

ク
リ
ュ
ニ
ー
中
世
美
術
館
所
蔵
）。
富
士
川
英
郎
氏
の
訳
（『
リ
ル
ケ
全
集
』
第
13
巻
、
弥
生
書

房
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
第
二
部
第
Ⅳ
節
を
掲
げ
る
。

お
お
、
こ
れ
は
現
実
に
は
存
在
せ
ぬ
獣
だ

ひ
と
び
と
は
こ
れ
を
知
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
に
、
確
か
に
こ
れ
を

︱ 

そ
の
歩
く
様さ

ま子
や　

姿
態
や　

頸く
び

を

そ
の
静
か
な
眼
差
し
の
光
り
に
至
る
ま
で 

︱ 

愛
し
て
い
た
の
だ

な
る
ほ
ど
こ
れ
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た　

だ
が　

ひ
と
び
と
が
こ
れ
を
愛
し
た
と
い
う
こ

と
か
ら　

生
ま
れ
て
き
た
の
だ

一
匹
の
純
粋
な
獣
が
。
ひ
と
び
と
は
い
つ
も
余
地
を
残
し
て
い
た

す
る
と
そ
の
澄
明
な　

取
っ
て
置
か
れ
た
空
間
の
中
へ

そ
の
獣
は
軽
や
か
に
頭
を
も
た
げ　

も
う
ほ
と
ん
ど

存
在
す
る
必
要
す
ら
な
か
っ
た　

ひ
と
び
と
は
そ
れ
を
穀
物
で
は
な
く

い
つ
も
た
だ
存
在
の
可
能
性
で
養
っ
て
い
た

そ
し
て
そ
れ
が
こ
の
獣
に
力
を
与
え

そ
の
額
か
ら
角
が
生
え
た
の
だ　

一
本
の
角
が

そ
し
て
彼
は
ひ
と
り
の
少
女
に
白
い
姿
で
近
よ
り 

︱

そ
の
銀
の
鏡
と　

彼
女
の
中
に
存
在
し
て
い
た

　

既
に
十
七
世
紀
に
は
西
洋
に
お
い
て
も
陸
獣
一
角
の
存
在
は
否
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

ベ
ー
ア
が
言
う
よ
う
に
西
洋
に
お
い
て
は
「
何
千
年
も
の
間
、
人
間
の
精
神
と
心
情
は
こ
の
存
在

し
な
い
獣
に
か
か
わ
っ
て
き
た
。
そ
し
て
今
な
お
こ
の
獣
は
溌
剌
と
現
代
文
学
を
駆
け
抜
け
て
い

る
」
の
で
あ
り
、
一
角
獣
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
史
上
最
も
魅
惑
的
で
多
価
値
的
な
象
徴
の
一
つ

で
あ
る
」（
グ
ス
タ
フ
・
ル
ネ
・
ホ
ッ
ケ
）
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
現
実
に
は
存
在
し
な
い
も
の
に
対
し
て
日
本
人
が
全
く
無
関
心
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
玄
沢
の
『
六
物
新
志
』
は
和
蘭
本
草
の
諸
書
に
記
さ
れ
て
い
る
良
薬
の
中
か
ら
六
つ
を
取
り

上
げ
た
も
の
で
あ
る
が
（「
凡
例
」
第
十
三
則
）、
そ
の
中
に
は
人
魚
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

玄
白
は
こ
の
人
魚
の
存
在
に
対
し
て
否
定
的
で
は
な
か
っ
た
。『
六
物
新
志
』
が
書
か
れ
る
以
前

に
も
井
原
西
鶴
（1642‒1693

）
は
『
武
道
伝
来
記
』（「
命
と
ら
る
る
人
魚
の
海
」）
に
も
人
魚
は

登
場
し
、『
六
物
新
志
』
以
後
も
山
東
京
伝
（1761‒1816

）
の
『
箱
入
娘
面
屋
人
魚
』、
滝
沢
馬

琴
（1767‒1848

）
の
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』（1814‒1841

）
な
ど
に
も
登
場
し
て
く
る
。
作
り

物
語
ば
か
り
で
は
な
い
。
西
川
如
林
の
『
増
補
華
夷
通
商
考
』（1709

）
や
司
馬
江
漢
の
『
西
洋

画
談
』（1799

）
お
よ
び
『
和
蘭
通
舶
』（1805

）、
小
野
蘭
山
の
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』（1806

）
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
松
浦
静
山
の
『
甲
子
夜
話
』（1821‒1841

）
で
は
伯
父
母
や
平
戸
の

鉄
砲
足
軽
の
実
見
話
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
（
正
編
巻
二
十
の
二
十
六
）（
注
⑪
）。

　

一
角
獣
も
ま
た
近
松
の
『
平
家
女
獲
島
』（
前
掲
）
に
は
登
場
し
て
い
た
。
し
か
し
、『
六
物
新

志
』
以
降
は
こ
の
存
在
を
言
う
も
の
は
な
く
、
文
学
作
品
に
も
現
れ
な
い
。
こ
の
人
魚
と
一
角
獣

と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。「
人
魚
」
と
「
一
角
獣
」
が
持
つ
宗
教
的

背
景
な
ど
の
有
無
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
が
表
象
す
る
も
の
の
違
い
な
ど
も
関
係
す
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
、
日
本
に
知
ら
れ
た
時
期
の
違
い
も
関
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
中
国
の

『
山
海
経
』
や
『
兼
名
苑
』
に
見
ら
れ
る
「
人
魚
」
は
早
く
源
順
の
『
和
名
類
聚
抄
』（
承
平
年
間

〔931‒937
〕
成
）
に
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
も
目
撃
談
ま
で
語
ら
れ
続
け
て
き
た
の
に
対
し
、
中
国

の
一
角
獣
「
獬か
い
ち豸
」
は
寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
二
年1712

）
な
ど
で
よ
う
や
く
日

本
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
西
洋
の
一
角
獣
は
江
戸
時
代
に
ま
っ
た
く
始
め

て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
西
洋
の
一
角
獣
の
登
場
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
は
禁
教
政
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策
に
よ
っ
て
世
に
広
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
、
蘭
書
な
ど
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
一
角
獣
伝
説

も
、
蘭
学
者
た
ち
の
そ
の
正
体
と
薬
効
に
つ
い
て
の
本
草
学
的
な
探
究
成
果
に
よ
っ
て
妄
誕
の
説

と
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
も
両
者
の
日
本
へ
の
定
着
の
違
い
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
そ
う
し
た
悪
条
件
を
克
服
し
て
一
角
獣
伝
説
が
庶

民
の
中
に
広
が
っ
て
い
か
な
か
っ
た
の
に
は
、
人
魚
は
海
に
棲
む
も
の
で
あ
り
、
一
角
獣
は
森
に

棲
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
海
に
囲
ま
れ
た
日
本

で
は
海
は
身
近
な
場
所
で
あ
り
、
不
可
解
な
生
き
物
も
棲
息
す
る
可
能
性
を
思
わ
せ
る
場
所
で
あ

る
。
し
か
し
、
日
本
の
森
（
山
で
は
な
く
）
に
は
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ

の
よ
う
な
場
所
を
想
像
で
き
な
い
日
本
に
お
い
て
は
一
角
獣
の
イ
メ
ー
ジ
を
育
て
あ
げ
る
こ
と
も

困
難
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
か
つ
て
は
近
松
の
作
品
に
現
わ
れ
て
い
た
よ

う
に
、
日
本
で
も
一
角
獣
は
西
洋
の
文
学
の
世
界
に
今
も
生
き
る
一
角
獣
と
同
じ
精
神
性
を
持
つ

可
能
性
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
継
承
発
展
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
の
は
惜

し
ま
れ
る
。

注
①　

�

荒
川
惣
兵
衛
著
『
外
来
語
辞
典
』（1967.9

角
川
書
店
刊
）
に
「「
ウ
ニ
コ
ウ
ル
一
本
」

『
御
日
記
』1623.6.18

」
と
あ
る
が
、
未
詳
。

注
②　

�

鮎
沢
信
太
郎
『
東
洋
思
想
史
研
究
』（
日
本
大
学
第
三
普
通
部
発
兌
、
昭
和
十
五
年
七

月
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

坤
輿
外
紀
は
山
村
昌
永
の
『
増
訳
采
覧
異
言
』
の
引
用
書
目
に
も
あ
り
、
嘉
永
五
年

（
一
八
五
三
）
に
篠
田
忠
元
の
誌
す
序
を
附
し
、「
東
都
城
北
清
渓
訳
解
」
の
坤
輿
外

紀
釈
解
二
巻
な
る
原
文
に
解
を
併
記
し
た
書
が
刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
の
他
に
秋
岡

武
次
郎
氏
は
原
文
だ
け
の
翻
刻
文
を
所
蔵
せ
ら
る
ゝ
由
で
あ
る
。
前
に
も
記
し
た
如

く
此
書
の
内
容
は
珍
奇
な
る
地
理
的
怪
談
が
多
い
の
で
人
々
の
好
奇
に
投
じ
た
も
の

で
あ
ら
う
。
嘉
永
甲
寅
（
安
永
元
年
、
一
八
五
四
）
浮
世
絵
師
柳
川
重
信
画
く
改正
海

外
諸
島
図
説
後
集
の
終
り
に
「
長
人
、
坤
輿
外
紀
、
南
懐
仁
」
と
題
し
て
、「
長
人

国
も
と
智
加
国
と
名
づ
く
地
す
こ
ぶ
る
冷
な
り
…
（
中
略
）」
と
あ
り
、
明
治
に
近

づ
い
て
か
ら
も
防マ
マ

間
に
行
わ
れ
た
や
う
で
あ
る
。（pp132‒134

）

注
③　

�

ち
な
み
に
『
坤
輿
外
紀
』
に
載
せ
る
「
独
角
獣
」
の
図
は
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ゲ
ス
ナ
ー

（1516‒65

）
の
『
動
物
誌
』
第
一
巻
「
胎
生
の
四
足
動
物
に
つ
い
て
』（1551

）
か
ら
採

ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

注
④　

�

生
き
た
「
一
角
魚
」
が
始
め
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
天
保
七
年
（1836

）
の
こ
と

で
あ
る
。『
増
訂
武
江
年
表
』
に
「
生
魚
に
て
持
渡
る
は
此
度
始
て
の
由
、
ウ
ニ
コ
ー
ル

は
欧
羅
巴
洲
の
内
、
ス
エ
ー
デ
ン
と
云
ふ
海
に
産
す
、
た
と
え
ば
魚
長
さ
二
間
な
れ
ば
、

角
は
長
さ
一
間
あ
り
」
と
見
え
る
。

注
⑤　

�

こ
の
他
に
松
岡
玄
達
『
用
薬
須
知
後
編
』（
宝
暦
八
年
〔1758

〕
刻
成
）
の
「
番
薬
類
」

に
ウ
ニ
コ
ー
ル
と
あ
り
、
牧
墨
僊
の
『
一ひ
と
よ宵
話
』（
文
化
年
間
成
）
に
「
一
角
」
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
が
、
未
確
認
。

注
⑥　

寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
二
年1712

）
巻
三
十
八
「
獣
類
」
に
、

 

図
（
略
す
）	

麒
麟

						








円
蹄
一
角

 

図
（
略
す
）	

獬か
い
ち豸
〈
解
池
〉　

〈
広
雅
〉
獬
薦　

鮭
角
虎

三
才
図
絵
云
、
東
望
山
有
㆓
獬か
い
ち豸

㆒
。
神
獣
也
。
能
触
㆑
邪
。
状
如
㆑
羊
。
一
角

四
足
。
王
者
獄
訟
平
則
至
。
…
（
下
略
）
…
。

と
あ
り
、
栗
原
信
充
『
柳
庵
随
筆
』（
文
政
三
年
刊
）
に
、

一
角　

訓
蒙
図
彙
云
、
獬か
い
ち豸
〈
一
角
な
り
〉
玉
海
云
、
雍
熈
二
年
閏
九
月
己
亥
坊
州

献
㆓
□
獣
㆒
、
左
右
皆
曰
麟
也
云
々
、
唐
興
平
二
十
年
三
月
有
㆓
一
角
獣
㆒
、
識
者
為
㆓

獬
豸
㆒
、
魚
譜
云
、
一
角
魚
と
云
は
東
洋
に
あ
り
顱
上
に
角
あ
り
長
三
尺
許
、
こ
れ

は
薬
に
用
ふ
る
一
角
な
り
。

と
あ
る
。

注
⑦　

�

伊
藤
正
美
訳
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』（
篠
崎
書
林
、
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
刊
）

の
第
百
六
十
八
話
「
蜂
蜜
」
の
註
、
福
島
邦
道
「『
黄
金
伝
説
』
と
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作

業
』」（
川
口
久
雄
編
『
古
典
の
受
容
と
新
生
』
明
治
書
院
、
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
刊
所

載
）、
お
よ
び
板
橋
倫
行
「
黒
白
二
鼠
譬
喩
譚
」（『
く
ら
し
つ
く
』
四
・
五
、
昭
和
十
一

年
四
月
・
十
一
月
、『
大
仏
造
営
か
ら
仏
足
石
歌
ま
で
』
せ
り
か
書
房1978.7

所
収
）。
こ

の
論
文
に
つ
い
て
は
寺
川
眞
知
夫
氏
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

注
⑧　

�

ヤ
コ
ブ
ス
・
デ
・
ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
ス
編
『
黄
金
伝
説
』（Legenda aurea

）
の
「
聖
バ
ル

ナ
ー
ム
と
聖
ヨ
サ
パ
ト
」
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。（
前
田
敬
作
・
山
中
知
子
訳

『
黄
金
伝
説
』
人
文
書
院1987.8

刊
に
よ
る
）。

肉
体
の
快
楽
に
お
ぼ
れ
、
た
ま
し
い
を
餓
死
す
る
が
ま
ま
に
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

一
角
獣
に
食
わ
れ
ま
い
と
し
て
あ
わ
て
ふ
た
め
い
て
逃
げ
だ
し
、
ふ
か
い
淵
に
落
ち

た
あ
る
男
の
よ
う
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
男
は
、
影
を
こ
ろ
げ
落
ち
て
い
く
途
中

で
一
本
の
潅
木
を
両
手
で
つ
か
み
、
ぬ
る
ぬ
る
し
た
滑
り
や
す
い
地
肌
の
う
え
に
足

を
の
せ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
宙
ぶ
ら
り
の
姿
勢
の
ま
ま
あ
た
り
を
見
ま
わ
し
ま
す

と
、
す
ぐ
近
く
に
ね
ず
み
が
二
匹
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
匹
は
白
い
、
も
う
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一
匹
は
黒
い
ね
ず
み
で
す
。
男
が
つ
か
ま
っ
て
い
る
潅
木
の
根
を
せ
っ
せ
と
か
じ
っ

て
い
て
、
根
は
い
ま
に
も
切
れ
そ
う
で
す
。
下
を
見
ま
す
と
、
淵
の
底
に
は
お
そ
ろ

し
げ
な
竜
が
い
て
、
火
を
は
き
な
が
ら
大
き
な
顎あ
ぎ
と

を
あ
げ
、
彼
を
呑
み
こ
も
う
と

待
ち
か
ま
え
て
い
ま
し
た
。
彼
が
足
を
の
せ
た
ぬ
る
ぬ
る
し
た
と
こ
ろ
は
、
地
肌
と

は
と
ん
で
も
な
い
、
か
ま
首
を
も
ち
あ
げ
て
い
る
四
匹
の
蛇
で
し
た
。
し
か
し
、
眼

を
上
に
あ
げ
ま
す
と
、
潅
木
の
小
枝
か
ら
甘
い
蜜
が
し
た
た
っ
て
い
ま
し
た
。
男
は
、

危
険
に
と
り
巻
か
れ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
、
そ
の
蜜
を
夢
中
に
な
っ
て
吸
い
つ
づ
け

ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
一
角
獣
と
申
し
ま
す
の
は
、
人
間
を
つ
か
ま
え
よ
う
と
た
え

ず
つ
け
狙
っ
て
い
る
死
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
淵
は
、
あ
ら
ゆ
る
わ
ざ
わ
い
に
み

ち
た
こ
の
世
界
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
ま
す
。
潅
木
は
、
白
ね
ず
み
と
黒
ね
ず
み
に
、

と
申
し
ま
す
の
は
昼
と
夜
の
時
間
に
た
え
ま
な
く
か
じ
ら
れ
、
食
い
へ
ら
さ
れ
て
い

る
わ
た
し
た
ち
人
間
の
生
命
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
匹
の
蛇
が
い
る
場
所
と
は
、

四
大
元
素
か
ら
で
き
て
お
り
ま
す
わ
た
し
た
ち
の
肉
体
の
こ
と
で
、
四
大
の
バ
ラ
ン

ス
が
く
ず
れ
ま
す
と
、
た
ち
ま
ち
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
お
そ
ろ
し
げ
な
竜
は
、
い

ま
に
も
わ
た
し
た
ち
み
ん
な
を
呑
み
こ
も
う
と
し
て
い
る
地
獄
の
口
を
あ
ら
わ
し
て

い
ま
す
。
小
枝
か
ら
し
た
た
っ
て
い
る
甘
い
蜜
は
、
人
を
あ
ざ
む
く
現
世
の
か
り
そ

め
の
快
楽
の
象
徴
で
す
。
人
間
は
、
蜜
の
甘
さ
に
ま
ど
わ
さ
れ
、
自
分
を
と
り
巻
く

危
険
を
も
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

注
⑨　

�

現
在
で
は
ケ
プ
ラ
ー
の
義
理
の
息
子
ヤ
ー
コ
プ
・
パ
ル
チ
ュ
が
一
六
一
三
年
に
製
作
し
た

天
球
儀
にM

onoceros U
nicornis

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
天
文
学
者

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
オ
ル
バ
ー
ス
と
年
代
学
者
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
イ
デ
ラ
ー
は
一
五
六
四
年

以
前
に
既
に
こ
の
星
座
が
使
わ
れ
て
い
た
と
言
い
、
さ
ら
に
古
典
学
者
の
ヨ
セ
フ
・
ス
カ

ル
ゲ
ル
は
古
代
ペ
ル
シ
ャ
の
天
球
儀
に
既
に
既
に
見
ら
れ
る
と
す
る
研
究
を
発
表
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

注
⑩　

�

こ
の
こ
と
を
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
今
井
湊
「
松
浦
天
地
球
両
儀
」（「
蘭
学
資
料
研
究
会　

研
究
報
告
」
第
62
号1960.5.28

）
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
の
筆
者
は
千
葉
市
立
郷
土
博
物

館
＆
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
刊
『
平
成
７
年
度
特
別
展　

星
座
の
文
化
史　

古
星
図
と

天
球
儀
に
描
か
れ
た
星
座
た
ち
』
所
載
の
ヘ
ヴ
ェ
リ
ウ
ス
の
星
座
図
と
松
浦
史
料
博
物
館

蔵
天
球
儀
の
模
型
で
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

注
⑪　

�

日
本
に
お
け
る
「
人
魚
」
の
受
容
に
つ
い
て
は
九
頭
見
和
夫
『
日
本
の
「
人
魚
」
像
』

（
和
泉
書
院
刊
）
に
詳
し
い
。

【
付
図
】

　

本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
江
戸
時
代
の
日
本
人
が
見
た
西
洋
の
一
角
獣
の
図
像
は
、
①
ヨ
ン
ス
ト

ン
の
『
禽
獣
鳥
魚
図
』
の
も
の
、
②
南
懐
仁
の
『
坤
輿
図
説
』
の
も
の
、
③
平
戸
藩
楽
歳
堂
蔵
の

天
球
儀
の
も
の
の
三
つ
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
③
を
渡
辺
教
具
製
作
所
が
原
物
を
三
分
の
二
に

複
製
し
た
レ
プ
リ
カ
か
ら
の
写
真
で
示
す
（
図
１
）。
併
せ
て
中
国
の
一
角
獣
「
獬
豸
」
の
姿
を

北
海
道
立
近
代
美
術
館
編
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
煌
め
き  ―

 

中
国
・
美
の
至
宝
』
か
ら
複
写
し
て

掲
げ
る
（
図
２
。
使
用
許
可
取
得
済
）。
甘
粛
省
酒
泉
市
下
河
清
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
西
晋

時
代
（220‒316

）
の
も
の
と
さ
れ
る
。
甘
粛
省
博
物
館
蔵
。
銅
製
。
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